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柏崎市立枇杷島小学校の固辺では開発が進み、国道 8号を中心に宅地や廂業地が広

がっています。このため、現在では過去の歴史や環境をうかがい知ることは難しくなっ

ています。そうした中、平成 21年 6月から平成 23年 2月にかけて枇杷島小学校の改

築が行われました。

柏崎市教育委員会では、この改築工事に合わせて関町遺跡の発掘調査を行いました。

関町遺跡の存在は既に知られていましたが、いつ、どのような人々がこの地で生活をし

てきたのかは、ほとんどわかっていませんでした。今回の調査で、鎌倉時代や江戸時代

における人々の生活の様子がわかり、しかもこれらの人々が、現代につながる開発を

担った人たちだったということもわかってきました。

まず、鎌倉時代に、鏡が沖を中心に広がっていた大きな湿地のほとりに集落が成立し

ました。というのもこの固辺から建物や井戸、溝などが見つかっているからです。また、

遺跡の東には大きな湿地が広がっていたこともわかり、ここでも多くの遺物が出土して

います。ある井戸から出土した護符には「蘇民将来」と書かれており、湿地からは舟の

形代も出土しました。これは、この地で生活を始めた人たちが、多くの不安を振り払う

ために、無病息災の祈りを形として表していたものと考えられます。

次に、江戸時代にも、現在の鏡が沖中学校周辺で、新田開発が活発に行われたと伝わっ

ており、この時期にも再び集落が成立しています。当時の人々は東側に広がっていた湿

地も農地に姿を変えていた様子で、現代の私たちが見ている鏡が沖は、この時代の人々

によって作られてきたものといえます。

このように発掘調査の成果は、地域の歴史の一端を明らかにしてくれます。この成果

が、市民の郷土に対する愛着や新たな歴史理解へとつながればこれ以上の喜びはありま

せん。

最後に、今回の発掘調査に格別なるご助力とご配慮をいただいた柏崎市立枇杷島小学

校、新潟県教育委員会、植木・東北特定共同企業体、そして発掘調査に参加された（社）

柏崎市シルバー人材センターの会員の皆様に対し、深く感謝し、御礼申し上げます。

平成 24年 3月

柏崎市教育委員会

教育長大倉政洋



例 言

1. 本報告書は、新潟県柏崎市関町地内に所在する関町遺跡の発掘調査記録である。

2.本事業は、柏崎市立枇杷島小学校の改築工事に伴い柏崎市教育委員会が主体となって発掘調査を実施

したものである。調査と整理の体制は第 I章に記した。

3. 発掘調査に関わる経費は、柏崎市が負担した。

4. 発掘調査事業は平成 21年度から平成 23年度にかけて行った。発掘調査の現場作業は平成 21年度に実

施し、その後の期間は出土遺物や記録類の整理作業、発掘調査報告書の執筆・作成業務を行った。

5. 発掘調査の現場作業は、柏崎市教育委員会職員が調査担当として、（社）柏崎市シルバー人材センター

から会員の派遣を受けて実施した。整理・報告書作成作業は、柏崎市遺跡考古館において整理担当職員

を中心に、柏崎市遺跡考古館スタッフが行った。

6. 発掘調査によって出土した遺物の注記は、遺跡名を略号で記し、 グリッド名や遺構名及び層序などを

併記した。

7. 本事業で出土した遺物並びに発掘調査や整理過程で作成した図面・記録類は、すべて一括して柏崎市

教育委員会（柏崎市遺跡考古館）が保管・管理している。

8. 本報告書の執筆及び編集は、整理担当の中島が行った。なお、中・近世の陶磁器については、相羽重

徳氏と伊藤啓雄のご教示を得た。

9. 本書掲載の図面類の方位は全て真北である。

10. 発掘調査から本報告書作成に至るまで、事業主体者および関係者等から様々なご協力とご理解を賜っ

た。記して、厚く御礼を申し上げる次第である。

相澤 央 相羽重徳

新潟県教育庁文化行政課

浅井勝利 高橋一樹

新潟県立歴史博物館

前嶋 敏 柏崎市立枇杷島小学校

植木・東北特定共同企業体
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I 調在に至る経緯

1. 発掘調在に至る経緯

明治 7年に創立した枇杷島小学校は柏崎市関町に所在し、現在は 300名余りの児童が在籍 している。昭

和45年に建設された旧校舎は老朽化が進行しているとともに、旧耐震甚準で建設されていることから、早

期の改修が望まれていた。新校舎の建設にあたっては移転して新築する案も出されたが、枇杷島小新校舎

建設委員会は現在地での改築を望む要望書を柏崎市教育委員会（以下、「市教委」） に提出し、このことは

柏崎市議会にも報告された。これを受けて、新校舎は現在の学校敷地内の校庭に建設することが決定した。

新校舎建設のスケジュールは、基本設計を平成 19年度に行い、実際の建設工事は平成21年度から開始さ

れることとなった。

ところで、関町遺跡は昭和62年に刊行された『柏崎市史資料集 考古篇 1』で初めて紹介された遺跡

であるが、枇杷島小学校前の民家の建築に際して発見されたと記してあるだけで、発見された遺構や遺物

などは明らかにされていなかった。また、 一般国道 8号線の沿線であるこの地域では市街地化が進行して

おり、新たに遺物が採集されることもなく、関町遺跡はその様相が不明瞭なまま、市史の記述に基づいて

新潟県遺跡台帳に記載された。この段階で確認されていた遺跡範囲には今回の校舎建設予定地は含まれて

いなかった。 しかし、建設工事中に埋蔵文化財が発見された場合には、工事の進行に多大な影響を与える

こととなるため、事前に埋蔵文化財包蔵地の有無を確認することとなった。

第 1次調査は平成 21年 6月20日～ 24日に実施 した。校舎棟と体育館棟が建設される敷地の約5,300m

に15ヶ所のトレンチを設定して調査を行った結果、中世を主体とする集落跡が発見された。枇杷島小学校

の改築はそこで学ぶ児童を始め、地域住民の強い要望でもあることから、校舎建設などで破壊される遺跡

部分は記録保存することとなった。そのため、発掘調査範囲を明確にするため、また、本発掘調査の積算

資料を得ることを目的と して第 2次調査を実施 した。この調査は平成21年8月5日～ 6日に行い、 7ヶ所

のトレンチで遺構や遺物の分布状況を確認した。

試掘調査の結果を基に、記録保存のための本発掘調査を行うこととなったが、建設工事は着工時期が迫っ

ており、調査は速やかに行う必要があった。工事担当者や施工業者と調整を行い、発掘調査は基礎工事で

遺跡が破壊される部分に限定して行うこととなった。柏崎市長は、平成21年 7月9日付けで教総第 554号

で文化財保護法第94条に甚づく通知を新潟県教育長に行った。また、柏崎市教育長は平成 21年 10月7日

付け教総第 584号で文化財保護法第 99条に基づき、発掘調査に着手する旨の通知を行い、調査を開始した。

2 発掘調在業務の概要と調在休制

1) 本発掘調査の経過

発掘調査は体育館棟予定地と校舎棟予定地の 2ヶ所に分けて行うこととし、北側の体育館棟部分から着

手 した。体育館棟部分の調査は平成 21年 10月8日から 11月4日に、校舎棟部分の調査は同年11月16日

から 11月27日まで行った。

-1 -



2) 整理・報告書作成

平成 21年度は出土遺物の洗浄、注記、接合を主に、発掘調査終了後に継続して行った。漆器や木簡、木

製品などが出土したことから、劣化防止のための保存処理を行った。また、製鉄関連遺物も出土しており、

化学分析も同年度中に行った。これらはいずれも専門の業者に委託して行った。

平成22年度から、報告書作成のための本格的な整理作業を開始した。報告書に掲載する遺物の選定を行

い、 実測図の作成を開始した。また、現場で作成した平面図やセクション図などの整理も行い、デジタル

トレースによる図版の作成も行った。

平成23年度は報告書の作成を本格的に開始し、原稿の執筆、遺物写真の撮影、残された図版の作成など

を行った。

3) 調査体制

発掘調査は、柏崎市教育委員会が主体となり、教育総務課遺跡考古館埋蔵文化財係が担当した。整理作

業 も引き続いて行い、 一部の作業は業務委託により行った。発掘調査及び整理作業の体制は以下の通りで

ある。

調査主体柏崎市教育委員会教育長小林和徳（～平成 23年 10月28日）

大倉政洋（平成 23年 10月29日～）

総 括遠山和博（教育総務課長） （～平成 22年 3月）

本間敏博（ ク ） （平成22年 4月～平成23年 3月）

猪俣哲夫（ ） （平成23年 4月～）

管 理品田闇志（教育総務課埋蔵文化財係長）

調査担当 中野純（埋蔵文化財係主任）

調 査員伊藤啓雄（埋蔵文化財係主査）

中島義人（埋蔵文化財係主査）

石橋夏樹（埋蔵文化財係準職員）

室星尚史（

調査補助員 池田文江（柏崎市遺跡考古館）

西谷良子 （

山岸サチ子（ ク

整理作業員 柏崎市教育委員会臨時職員 （柏崎市遺跡考古館）

発掘作業スタッフ 社団法人柏崎市シルバー人材センター会員

-2 -



11 関町遺跡をめぐる環境

1 遺跡の位置と地理的環境

柏崎市は新潟県中越地方の最西部に位置し、約42kmの海岸線を有する。市域は柏崎平野とこれを取り巻

く山塊や丘陵の大部分を占め、広ぼうは東西27.4km、南北40.2km、面積442.701面である。山地は西側から

米山・黒姫山・八石山を頂とする刈羽三山とこれに連なる丘陵からなり、東頸城丘陵の一部に相当する。

平野南西部の米山丘陵は強い傾斜の山裾が断崖を形成して海岸線に至り、頸城平野と地形的に隔絶する。

また、八石山やその北東方向に続く曾地丘陵は、信濃川流域に発達した新潟平野と区画しており、柏崎平

野は独立した水系により形成された平野となっている。 ， 

この柏崎平野を形成する主要河川は鵜川と鯖石川がある。東頸城丘陵から流れだし、平野を三分するよ

うに西へ向かい、日本海に至る。関町遺跡は、柏崎平野南部を流れる鵜川の下流域に位置する。鵜川は黒

姫山付近の尾神岳を源として、田屋川、上条芋川、横山川などの小支流を合わせながら、柏崎市街地を抜

けて日本海に至る。流域面積は 108.7k面、流路延長は 24.6kmの二級河川である。現在は河川改修が進んで

いるため、中・下流域では直線的な流れの部分が多いが、旧来は点在する段丘などの地形的障害に支配さ

れ、大きく蛇行を繰り返していた。さらに、河口付近には柏崎砂丘と荒浜砂丘が海岸線に沿って伸びてお

り、沖積地からの排水を阻んでいる。このため、鵜川だけではなく鯖石川でも川の流れが妨げられ、後背

地となる低地は湿地性が高いものとなっている。

関町遺跡は、柏崎市関町に位置する。関町遺跡の立地は、鵜川下流域の右岸に広がる三角州の南西端付

近となっている。北側には被覆砂丘である柏崎砂丘が東西に広がり、南側は谷底平野となっている。この

三角州から谷底平野にかけての広い範囲が鏡ヶ沖と呼ばれている。過去には鑑湖と呼ばれる広大な湖沼が

広がっていたが、江戸時代になって埋め立てが進んで現在の姿になったとされる。また、枇杷島の地名は

この湖沼に浮かぶ島状の地形に由来するともいわれる（下中 1986)。関町遺跡は鵜川と鑑湖と呼ばれた湖

沼地帯に挟まれた地域に立地していたことが想定される。遺跡範囲は枇杷島小学校の敷地を中心に、その

周辺に及ぶと見られる。遺跡周辺の現況は、北側を東西に走る国道8号線と西側を南北に走る国道353号

線の沿線を中心に商業地や住宅地として開発が進んでいる。このため、現在は遺跡が営まれた時代の景観

を窺い知ることは困難となっている。

2 歴史的環境

9世紀初頭頃、古志郡から三嶋・高家・多岐の三郷が分かれて三嶋郡が成立した。この三嶋郡の範囲は、

現在の柏崎市と刈羽村を合わせた地域に概ね相当すると考えられる。関町遺跡が所在する鵜川流域は三嶋

郷に含まれると想定される。三嶋郷には郡の中枢部である郡術や、北陸道の駅家である三嶋駅が設置され

た。古代において関町遺跡の周辺が政治・交通の重要な地域であったことが想定される。また、 三嶋郷域

と考えられる地域には、軽井川南遺跡群や藤橋東遺跡群といった製鉄遺跡や、須恵器窯の雨池古窯跡が所

在しており、奈良•平安時代には手工業生産においても重要な位置を占めていたと考えられる 。
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第 1図 柏崎平野の地形分類と関町遺跡の位置（縮尺 1: 100,000) 

中世になると三嶋郡や各郷の名称はほとんど用いられなくなる。『吾妻鏡』文治 2年 (1186) 3月12日

条の 「三箇国庄々未進注文」には、柏崎市域に所在した荘園として「宇川（鵜川）荘」「佐橋（鯖石）荘J

「比角荘」が記載される。宇川荘は鵜川流域を中心に安田付近まで及び、鏡ヶ沖の湖沼に隔絶されること

により鵜川河口付近にまでは至らず、南部丘陵までを含むと想定されている。比角荘は、現在でも比角の

地名が残っていること、観応元年 (1350) の「室町将軍家足利義詮御教書」の「越後国比角荘袋条地頭職

者可為女子東御方分」に記載された袋条が元城町字袋田に比定されている（村山 1990) ことから、現柏崎

市街地を中心とする範囲と考えられる。佐橋荘は鯖石川に関わる名称と考えられ、史料に長鳥条の名が残

されていることから、鯖石川中流域から長鳥川流域などを荘域としていたと考えられる。これらの想定に

よれば、関町遺跡は比角荘の荘域に存在していたこととなる。

また、『吾妻鏡』 によれば、文治 2年 (1186) 当時の比角荘は穀倉院領であり（柏崎市史編さん委員会

1987b)、中原家と清原家が別当を家職化していたとされる。先に挙げた「室町将軍家足利義詮御教書」の

-4 -



記載により、 14世紀中菓段階には荘内に地頭職を分割していたとしている。また、『師守記』貞治 3年(1364)

6月18日条においても穀倉院領であることが記載されており、 14世紀中薬までは中原家によって知行され

ていたことがわかる。これ以降、比角荘の名称は史料では確認されなくなる。南北朝の動乱以降、地頭等

の在地勢力が台頭し、荘園領主が衰退していったのであろう 。

室町時代から戦国時代には在地の支配者が勢力を伸張していったと考えられる。柏崎平野の主な勢力に

は、佐橋荘と宇川荘安田条を本貫地とする毛利氏、宇川荘上条の上条氏、宇川荘下条とみられる琵琶島城

の宇佐美氏、刈羽の赤田城を拠点する斎藤氏などが挙げられる。毛利氏は、数多くの要害で領域を守り、

当地域では最大の勢力を誇っていた。宇佐美氏は、南北朝期の始めに上杉氏に従って越後に入部したとさ

れる。上条氏は、上杉氏の一門が上条に配置されたのが始まりとされ、守護上杉氏に最も近い一門として

重要な位置を担ったとされる。

鵜川流域の中世の遺跡は下流域から中流域で多く見つかっており、上流域ではやや少なくなる。近年、

多くの遺跡で発掘調査が行われている。鵜川下流域の主な遺跡では、下沖北遺跡、千古作遺跡、香積寺沢

遺跡、琵琶島城跡が挙げられる。下沖北遺跡は、13世紀から 14世紀にかけての遺跡で、溝に区画された

内部で多くの建物などが検出された。また、土器を一括廃棄したと考えられる土坑や、土器を埋納したピッ

トなども検出されている。千古作遺跡は 13世紀後半から 15世紀が主体の遺跡である。農耕に関連する祭

祀と見られる遺構も検出されている。香積寺沢遺跡は 13世紀後半～ 16世紀前菓を主体とする。琵琶島城

跡は、鵜川の自然堤防上に位置する平城で、鵜川や横山川を天然の堀とする。一部で発掘調査を行ってお

り、幅3mを超える溝から 15世紀を主体とする遺物が出土している。鵜川中流域では上条城跡、黒滝城の

他に、周辺の自然堤防上や丘陵裾に多くの遺跡が点在する。

鯖石川流域では、下流域の東原町遺跡や角田遺跡などで調査が行われている。東原町遺跡は 13世紀後半

から 14世紀を主体とする遺跡で、銭貨埋納遺構や土器皿類を一括廃棄したと見られる遺構も検出さている。

角田遺跡は 13世紀後半を主体とする。鯖石川と別山川の合流点を拠点とした水上交通に関わる小領主の存

在が想定されている。また、上流域では、佐橋荘の中枢に位置するとされる馬場・天神腰遺跡がある。12

世紀から 16世紀初頭に至る集落遺跡で、側溝を備えた道路などに区画整理された、都市的性格を帯びた集

落の様相が明らかになった。
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春東原日町陣屋

33 天満II 49 馬場・天神腰 65 赤木 81 直畷

18 34 天満 I 50 亀ノ倉 66 秋里 82 新屋敷
19 桜木町 35 下沖北 51 小浦 67 山王前 83 古町
20 藤井城 36 茅原 52 南条城 68 深町 84 古町城

21 前田 37 下沖 53 六角 69 田島城 85 上条城
22 不退寺 38 嶋屋敷 54 加納下川原 70 北村 86 たんこうけ

23 小峯 39 鶴巻田 55 山谷 71 山室滝谷 87 佐水

24 柏崎町 40 泉山 56 住吉 72 吉田 88 細越城

25 柏崎館 41 論田 57 加納城 73 前掛り 89 浦野
26 大久保東 42 大新田 58 山王おばたけ 74 堂ノ前 90 秋葉山城

27 関町 43 安田城 59 小番城 75 小寺島 91 庵入城
28 箕輪 44 堂の浦 60 善根冬城 76 風牧山 92 木沢城
29 京田 45 北条城 61 上加納 77 一本松

30 琵琶島城 46 北条館 62 八石城 78 南下御堂尻
31 剣野F 47 音無瀬 63 鴨田 79 黒滝館
32 戎山 48 深沢城 64 谷内田 80 黒滝城

第2図 関町遺跡と周辺の古代・中世の遺跡 （縮尺 1: 75,000) 
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m 調在の概要

1 調森区と調杏方法

1) 調査区とグリッドの設定

関町遺跡の発掘調査の対象範囲は、枇杷島小学校改築工事で新たに建設される校舎棟及び体育館棟、こ

れを接続する渡り廊下の部分である。調査は、基礎工事により掘削される部分について行うこととして、

掘削を免れる範囲については現状保存することとなった。調査区の大部分は井桁状を呈する。この調査区

の形状を考慮して、グリッドは正方眼に設定せず、基礎工事の柱列ごとに設定することとした。グリッド

の表記は、南北列のアルファベットと、東西列の算用数字を組み合わせ、 V-25などとした。グリッドの

南北列は真北より西へ4.6度傾く 。最北西端にあたる V-21グリ ッドの西北角の世界測地系座標はX=

150,899.392、Y= 4,750.037である。このグリッドを用いて、表土層や遺物包含層、広範囲にわたる遺構

から出土した遺物の取上を行った。

2) 発掘調査の方法

グラウンドの整地層と基盤層、自然堆積層の除去に重機 (0.25m級バックホウ）を用いて、遺物包含層

の上面を検出した。この段階で遺物の出土状況を把握し、遺物が稀薄な部分ではさらに重機による掘り下

げを行った。遺物が一定量確認されたところからは人力による包含層の掘り下げを行い、遺構面を検出し

た。遺構の検出は包含層掘削の進捗に合わせて随時行い、検出状況の概略図を作成して遺構番号を付した。

遺構番号は全て連番として、遺構種別を表す略号を付けた。遺構検出後は、 一定の範囲毎に検出状況の写

真撮影を行い、その後に掘削に取りかかった。井戸・土坑・ピット類は半戟を基本とし、溝は土層観察用

のベルトを適宜設定して掘削し、覆土の堆積状況や遺物の出土層位を確認した。遺構内から出土した遺物

は出土層位などを確認し、必要に応じて出土状況の図面や写真の記録を作成した。またトータルステー

ションで地点を記録してから回収したものもある。土層観察用の壁面やベルトを残して掘削を行った遺構

では、土層断面図や写真撮影後に完掘を行った。完掘後はそれぞれの写真を撮影するとともに、グリッド

の列毎に全景写真も撮影した。調査区が狭小なため、調査区全体の完掘写真の撮影は行わなかった。調査

の記録写真は 35mm判のカラーネガフィルムとカラーリバーサルフィルムを用いて撮影し、補助的にデジタ

ルカメラも使用した。

遺構全体図は、 トータルステーションで観測したデータをキャドで編集して作成した。

3) 遺構の分類と整理作業

現場で付された遺構番号や遺構種別は整理作業の段階で再検討を行った。調査区壁などにより分断され

て別の番号が付けられた遺構は、一連の遺構と捉えられるものを抽出して最も若い番号に統一 した。これ

により使用しなくなった番号や、遺構以外の落ち込みと判断したものの番号は欠番としている。掘立柱建

物や柵列の遺構番号は、新たに 1番から通し番号を付けた。

遺構種別はアルファベットによる略号を用いて表記している。今回の報告で使用しているものは、 SB
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（掘立柱建物）、 SA （柵列）、 SK （土坑）、 SE （井戸）、 SD （溝）、 SP （柱穴・ピット）、 SX （特

殊遺構・湿地跡）である。出土遺物は全て洗浄し、土器類には遺跡名と出土地点などを注記して、接合資

料の検討を行った。木製品や鉄滓は注記せず、ラベルとともに収納した。出土木製品の一部、木簡は委託

業務により保存処理を施した。

2 甚本層序

基本土層は試掘調査において把握されたものを踏襲し、 一部を変更した。第 I層は現表土層で、グラウ

ンドの整地層である。今回の発掘調査では、事前に第 I層を除去しており、基本的には土層断面図には表

されていない。 第 II 層•第 III 層は校庭を造成する際の盛土層である 。 第 II 層は砂質、第 III 層は粘土質のも

のを主体とする。第w'層は黒褐色粘土層で、校庭を造成する以前の水田耕作土と想定される。第w層は

遺物包含層に相当する。色調の違いから細分した。第Wa層はやや明るい灰色を呈するもので、色調の違

いによりさらに細分している。第Na-1層は褐灰色を呈するもので、試掘調査時の第Wa層に相当する。

第Na-2層は灰色を呈するもので、試掘調査の第Nb層に相当する。第Nb層はやや黒みがかった灰色

を呈するもので、試掘調査の第Wc層に相当する。第Wc層は、試掘調査では設定していなかったもので、第

Nb層と第v層がまだらに混じり合う漸移層である。第v層は遺構確認面に相当する。試掘調査では色調

の違いにより細分しているが、今回は一括した。大部分では緑灰色を呈する粘土層である。

基本土層の分布状況を見ると、第皿層以上は当然のことながら普遍的に堆積している。第w'層もほぼ

全域で確認できるが、校庭の造成に際して除去されたとみられ、消失している部分もある。包含層では、

第Wa層はほぼ全域で確認されるが、第Nb層は調査区南側の大部分では確認できない。第Wc層が見ら

れない部分は遺構が掘削されている範囲にあたっており、遺構はこの層より上位から掘削されているもの

が多いと考えられる。第Nb層が見られない範囲では第v層の標高が高くなっている。このことが、自然

の堆積に影響を与えたものか、遺跡の形成時に整地されたことによるものかは明らかにできなかった。
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IV 遺構

1 概要

今回の発掘調査区で検出された遺構は、ピット、井戸、土坑、溝、鍛冶関連遺物集中遺構があり、また

広い範囲で湿地性堆積の痕跡が認められた。ピットは、第 2次確認調査で検出したものを含めると 189韮

である。調査区のほぼ中央にあたる J.Kグリッドで特に多くなっており、これより北側でも比較的多く

分布している。調査区内に未調査部分が多く残されているため、これらのピットを用いて建物や柵列を想

定することは困難であった。復原された掘立柱建物は 5棟、柵列は 8基である。井戸・土坑は40基である。

井戸側をもつものはないため、上面直径に比して深度が深いものや、覆土の下層を中心に黒色のしまりが

弱い粘土が堆積するものを主に井戸に分類した。井戸の分布も、ピットの分布と同様に調査区中央とその

北側で多くなっている。土坑には様々な規模や形態のものがある。特徴的なものとして、平面形が円形で

浅く、覆土に地山土のブロックを多く含むものが複数見つかっている。これは、 一ヶ所に集中するもので

はなく、調査区の広い範囲に分布している。溝は未調査部分で途切れるものが多いが、それぞれ一連と捉

えられるものをまとめて、 10基とした。直線的な溝が多いが、円形に巡るものも検出された。直線的に伸

びる溝には、南北方向とこれに直交するもの、これらと明らかに主軸が異なるものがある。円形にめぐる

溝は、調査区南端部付近で検出したものである。鍛冶関連遺物集中遺構は、 一定の範囲内に小片の鍛冶滓

が散布しているものである。これらの他に、自然地形の痕跡と見られる湿地性の堆積を広い範囲で検出し

た。調育区東部で南北に広がるもので、これにより遺跡の東端が限定されると考えられる。

2 遺構各説

1) 掘立柱建物・柵

今回の調査区で建物の様相が概ね把握できたものは 1棟である。この他、平行、もしくは直角に位置す

る2辺以上の柱穴列を把握できたものを建物の一部であると想定した。また、柱穴が柱筋を揃えて並ぶも

のは柵とした。掘立柱建物は 5棟、柵は 8基である（別表 2)。 しかし、今回の調査で検出したピットの総

数は 189基であり、他にも多くの建物・柵が存在したことが想定できる。建物・柵の分布は、調査区中央

部より北側で多く、当然のことながらピットの分布状況と一致する。建物の主軸は、真北から東に数度程

度傾くものが 3棟、西に傾くものが 2棟である。柵も同様で、主軸もしくは直交する軸が東に傾くものと

西に傾くものに分けられる。

SB 1 （図版 11) 調査区中央西寄りに位置する主軸が西へ傾く建物である。建物の西側には SD57が

ある。建物の西辺と SD57は lmと離れていない。北西角の一部は未調査範囲にかかる。梁行側柱間の間

隔の違いから両面廂付きの総柱建物であると想定した。身舎は 2間 (7.57m) X 3間 (3.41m)で、桁行き

側の柱間は両端が 2.3m、中央が 3mと異なる。梁行き側は 1.7m前後で、桁行きに比べて短い。廂は身舎

から約 1.3m広がる。柱穴は、直径0.3m以内と小規模で、確認面からの深さも 0.3m以下と浅い。覆土は、

暗褐色粘土、黒灰色粘土、黒褐色粘土のものが多く、いずれの柱穴でも柱痕は見られない。遺物は SP149 
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から土器の小片が出土しただけである。

S B 2 調査区北西端付近のT-21に位置する。南東部分は未調査で、 2間 (3.4m) X 1間 (2.1m)の

建物である。柱穴の直径は 0.3m未満で、深さは0.3m前後である。覆土はいずれも黒灰色粘土が主体であ

る。

SB 3 T-22に位置する 3間 (4.7m)Xl間 (2.9m)の建物である。桁側の柱間は 1.4m~1.7 mと

一定しないが、柱筋が通る。柱穴の直径は0.3m以内で、 覆土は黒灰色粘土を主体とする。遺物は出土し

ていない。

SB 4 S-24に位置する建物で、 2間の梁と相対する梁の中央の柱穴をも って 2間 (4.0m) X 3間

(4.7 m)の建物を想定した。柱穴の直径は 0.2mのものが多く、 覆土は黒灰色粘土が主体となる。

SB 5 Q------R-22に位置する。相対して並行

する 2間の梁を確認したが、桁行きは未調査部分A
↑
ー
干
ー
ー

が多いため柱穴を確認できない。梁行きの柱間は

いずれも 2m前後と一定で、両梁の間隔は 3間分

となる 6mの距離である。柱穴の直径は0.4m以上

から 0.2mまでと一定ではないが、覆土は黒灰色粘

土が主体となり、全て同様のものである。

柵 SA1・SA2は2基の柱穴しか確認でき

ていない。SAlを構成する柱穴はいずれも SD

3を掘り込んだもので、形態、底部標高、覆土の

様相などが似ている。 SA2はSD3に概ね平行

するもので、 覆土が類似する柱穴から構成される。

SA3は柱間が 3mを超えるものである。SP66 

から木製品の部材が出土した。 SA4は柱筋が揃

うが、柱間が一定しなしヽ 。 SA 5は柱筋が揃し＼

柱間もほぼ一定である。ただし、 SP84の覆土が

他のものと異なる。 SP106から出土した木製品

は柱根と見られる。 SA6は柱間が一定でない。

SA7の柱間は等間隔であるが、柱筋が若干はず

れている。西側に広がる建物の可能性がある。S

A8は柱筋が揃うものの柱間に大きな差がある。

SP 262で近世の陶器が、 SP266でクルミが出土

した。

以上のように、今回抽出した建物・柵は、不明

瞭な部分が多い。特に柵は、未調査部分の状況に

よって建物跡に発展する可能性を含むものである。

第3図 掘立柱建物・柵配置図 （縮尺 1: 500) 
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2) 溝

SD 57（図版 12) 調査区西端で、調査区壁にほぼ平行するようにグリッド D-1から P-20にかけて

検出した。延長約67mを確認しており、さらに南北に続いている。ほぼ直線的で、主軸は真北から若干西

ヘ傾く 。断面形は北側では丸底で、南側では逆台形となり、一部はテラス状の平坦面をもつ。幅は 1.5m 

から 1.0mほどで推移し、深さは約0.3mである。底部の標高は北側がやや低くなっており、調査区の南端

と北端との標高差は約0.2mである。覆土は暗灰色粘土と灰色粘土が主体である。明瞭な水流の痕跡は確

認できない。他の遺構との新旧関係は、 SX 73 ・ S K 98 ・ S K 253より新しく、 SE 17 4 ・ S K 228 bよ

り古い。覆土内から多くの遺物が出土した。特にグリッド J-1より北側で多く、 多くは下層覆土の上面

付近から出土した。また、覆土上層から出土するものもあるが、床面直上のものは少ない。遺物は中世前

期のものが大部分を占める。土器皿が多く、少量の珠洲が混じる。土器皿は大半が破片となったもので、

完形に近い ものは少ない。珠洲は小片となったものばかりである。古代以前の遺物も出土しており、グリッ

ドH-1より南で多く見られる。いずれも小片である。近世陶器が 1点出土している。調査中に混入した

ものか、上面から掘削された遺構が把握できなかったためのものと思われる。

SD3 （図版 13) 調査区北端付近を東西に通る溝である。未調査区により 4ヶ所に分かれているが、

一連のもの と捉えると、 全長約 19mを確認できる。東側は SXlに向かい、西側は調査区外へ続いている。

幅は 0.4mから 0.8m程で推移し、 若干蛇行する。主軸は真東よりやや南に傾く 。第Wc層上面から掘り込

まれる。深さは 0.2m以下である。覆土は灰色粘土と黒灰色粘土の 2層からなる。SAlを構成するピッ

ト2基に切られる。底部の標高は西側で低く、東西の標高差は 0.07mである。

SD 38（図版 13) グリッド R-21に位置する。南北方向の溝で、両端は未調査部に至る。幅は0.8m 

で、確認できた延長は 1.6mである。第W c層上面から掘り込まれ、深さは0.1m以下である。土器皿の小

片が出土した。

SD 119（図版 13) グリッド K-1~3に位置する、東西方向の溝で、中央部が未調査部で途切れる

が、一連のものと捉えると、延長5.1mを確認したこととなる。幅は0.7m前後で、 第W c層上面から掘ら

れ、深さは 0.3mとなる。断面形は逆台形である。主軸は真北より東へ 3゜傾く 。土器の小片と珠‘洲の壷、

碗形鍛冶滓、炭化物などが出土した。

SD 277（図版13) 調査区南端付近のグリッド D1 -3を中心に位置する。溝は円形にめぐっており、円

周の外側で直径7.6m、内側で6.0mである。南東部は SXlに埋没する。溝の幅は 0.9m前後で概ね一定

する。北側の内周側に一部テラス状の平坦部があるが、覆土の状況から他の掘り込みに伴うものと考えら

れる。底部は概ね平坦で、確認面からの深さは0.2m前後である。底面の標高は西側が若干高く、東側と

の標高差は 0.1m程である。覆土は、テラス状部分のものを除いて 3層に分けられる。いずれも黒灰色粘

土と灰色粘土が混ざるもので、混合の状況によって分けられる。第2層以下には地山に似た緑灰色粘土が

多く含まれる。最下層の大部分を灰色粘土が占めており、溝が機能 していた際の 1次的な堆積と見られる。

溝の中から、円礫が 16点出土した。12cm前後から 20cmを超えるものまである。いずれも加工痕や使用痕

は認められない。床面よりやや上の第 3層上面付近から出土 した。2点から 5点程度が固まっているが、

計画的に配置した様子は認められない。この他に土器皿の小片、須恵器、種子が出土した。

3) 井戸

SE 40 b（図版 14) R -21に位置する。北東部は未調査の範囲にかかる。SK40 aとSp40 C に一
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部を壊される。平面形は長径0.9mの南北にやや長い楕円形を呈する。壁面は垂直に立ち上がり、底部は

丸く凹む。深さは 0.7mである。覆土は 4層に分かれ、下位の 2層は有機質を多く含む黒灰色粘土層であ

る。第3層の下位から、微細な木片が多く出土した。

SE  58（図版 14) P -21に位置する。南側半分は未調査である。直径0.8m前後の円形になると見ら

れる。断面形は底部が半円形で、壁面は垂直に立ち上がる。第IVC層を掘り込み、深さは 0.8mである。

覆土は 5層に分けたが、最上層は埋没後に掘られたものと見られる。下位の 2層は腐植物と炭化物を多く

含む。遺物は出土していない。

SE 59（図版 14) P -21に位置する。平面形は直径0.6mの円形である。断面は壁面がわずかに開き

気味に立ち上がり、底部は丸く凹む。覆土の堆積状況を見ると、東側から流れ込むように埋没している。

5層に分けられ、上層は地山土のブロックを多く含み、下位では炭化物や腐植物はほとんど見られない。

覆土中から土器小片や、不定形の鉄滓が出土した。

SE  65（図版 14) P -23に位置する。東側に接する SP66を壊す。平面は直径0.7mの円形で、駈面

は底部が平坦で、壁面が垂直気昧に立ち上がる箱形を呈する。深さは 0.8mである。覆土は 4層に分かれ、

上位層は灰色が主体となり、下位では黒色に近い粘質土が堆積する。第4層は東側隅に堆積する。土器皿・

小皿、珠‘l州片口鉢、木製品、小型の鍛冶滓などといった比較的多くの遺物が出土しており、その多くは第

3層から出土したものである。木製品には木簡や下駄がある。

SE  122（図版 14) I -5に位置する。南側の一部を SP135に壊される。平面は直径0.6mの円形で、

やや東西に長い。断面形は、上部の壁面は垂直気味に立ち上がり、下位は袋状となって広がっている。深

さは 1.1mである。覆土は 3層に分かれ、概ね水平に堆積する。覆土は炭化物を多く含むが、腐植物は見

られない。土器皿、板状部材、箸が出土した。

SE  98（図版 14) N -23に位置する。北西部の大部分は未調査区にかかる。平面は直径1.0m程度の円

形になると見られる。壁面はやや開き気味に立ち上がり、底部は平坦である。深さは l.Omである。覆土は

3層にわかれ、黒色に近い第3層が半分以上を占める。第3層の上位から部材や杭などの木製品が出土した。

SE  77（図版 14) N -21に位置する。北西部の一部は未調査区にかかる。平面は直径 1.0mの円形で、

断面は底部が平坦で壁面が垂直気味に立ち上がる。覆土は 3層に分かれ、第 2層以下は黒色に近い粘土層

である。第2層を中心に曲物や折敷の底板が出土した。

SE  124（図版 15) I -5に位置する。平面は直径0.6mの円形で、断面は下半が円筒形、上半は若干

開き気味になる。底部は平坦である。覆土は 2層に分けられ、上層と下層の境目付近で曲物の側板と見ら

れる板材が出土した。腐朽が著しく軟質なものであった。他に土器の小片が出土した。

SE  174（図版 15) J -1に位置する。SD57の東に接しており、壁面の堆積の観察から SD57の埋

没後に構築されたことがわかる。北側の半分は調査区外に位置する。平面は直径0.8m程度の円形となり、断

面は東側の壁面が垂直気味に立ち上がり、西側は開き気味となる。覆土は大きく 4層に分けられる。最下

層は地山崩落土と見られる灰色粘土が主体で、西側壁面から崩落したものと見られる。中層には黒色腐植

物が多く含まれる。土器の小片や須恵器、棒状部材などが出土した。

SE 210（図版 15) J -1に位置する。平面は直径0.6mの円形で、断面は円筒形である。確認面から

の深さは65cmと浅い。覆土は 3層に分けられる。第3層は暗緑灰色粘土を多く含むもので、壁面が崩落し

たものと見られる。第 2層の下位で礫と土器皿が出土した。また、珠洲I片口鉢の小片も出土している。

SE  222（図版 15) I -2に位置する。西側の半分は未調査であるとともに、大部分を校舎の基礎杭
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に壊されている。平面は直径0.9mの円形で、断面は円筒形である。確認面からの深さは 0.9mである。土

器小片や須恵器甕の体部片が出土した。

SE  282 D 1 - 1に位置する。平面は直径0.7mの円形で、断面は円筒形である。確認面からの深さ

は1.2mで、当遺跡で確認された井戸の中では比較的深いものである。断面図は作成していないが、覆土

は上層が灰色粘土を主体とし、下層は黒灰色粘土を主体とする。越中瀬戸などの近世陶器、木製品、粉挽

き臼など多くの遺物が出土した。

4) 土坑

SK  27（図版 15) T-23に位置する。平面は直径0.8mの円形で、壁面は垂直に立ち上がる。底部は中

央がやや凹み、他は概ね平坦である。深さは0.4mである。覆土は3層に分けたが、いずれも緑灰色シルト

の大型のブロックに黒灰色粘土が混ざるものである。土器の小片、珠洲甕の体部破片、炭化木材が出土した。

SK  52（図版 15) R -23に位置する。平面は直径0.7mの円形で、壁面はやや斜めに直線的に立ち上

がり、底部は平坦である。深さは 0.5mである。覆土は 3層に分かれる。いずれの層も緑灰色粘土と黒灰

色粘土が混じる。第 1層は黒灰色粘土がやや多く、第 2層以下は大部分を緑灰色粘土が占める。床面より

若干浮いた状態で口縁部を一部欠損する土器小皿が出土した。

SK  93（図版 15) P -24に位置する。平面は直径0.9mの円形で、壁面はやや開き気味に立ち上がり、

底部は平坦である。深さは0.2mである。覆土は2層に分かれる。下層は黒灰色粘土が全体に薄く堆積す

る。上層は緑灰色粘土の大型のブロックが主体となる。

SK  96（図版 15) 0 -25に位置する。平面は長径0.7m、短径0.6mの南北にやや長い楕円形である。

壁面は垂直に立ち上がり、底部は平坦である。覆土は 3層に分かれ、東側から流れ込むように堆積する。

第 1層は黒灰色粘土からなり、第 2層以下は緑灰色粘土のブロックが多い。遺構のほぼ中央、第 2層中に

大型の円礫があり、これに乗るような状態で西側の壁付近から珠‘}川甕の破片が出土した。珠洲I甕は底部の

破片で、全周が残る。第2層上面に位置して内面を上に向けている。

SK  110（図版 15) M-2に位置 し、北西側でSP109を壊す。平面は直径0.6mの円形で壁面は垂直

に立ち上がり、底部は平坦である。覆土は2層に分かれる。上層は黒灰色粘土で、下層は黒灰色粘土を主

体に緑灰色粘土がまだらに混じる。土器の小片が出土した。胎土の様相から古墳時代頃のものと見られる。

SK  158（図版 15) J -1に位置する。平面は直径0.8mの円形で、南東側の一部が若干広がる。壁面

は垂直に立ち上がり、底部は平坦である。覆土は大きく 2層に分かれ、地山質の暗緑灰色粘土が主体とな

る。底面上で珠‘}州甕の底部破片が出土した。

SK  202（図版 15) J -1に位置する。平面は直径0.6mの円形で、断面は浅い碗形を呈する。覆土は

2層に分かれ、下層は緑灰色粘土が多く、上層は黒灰色粘土が多い。土器の小片や小型の鉄滓、焼土片が

出土した。

SK6 （図版 16) U-21に位置する。東側の一部は未調査である。平面は直径0.6mの円形で、断面

は下方に向かって徐々に狭まり、底部は丸底である。覆土は 4層に分かれる。第 3層から板状の木製品が

出土した。また、 土器片も出土 している。

SK 64（図版 16) Q-22に位置する。東側の一部は調査区外である。平面は直径0.7mの円形で、断

面は上部の壁面は垂直に立ち上がり、底部は丸底となる。覆土は 3層に分かれ、 北側から流れ込むように

堆積する。土器小皿が出土した。

- 13 -



SK 79（図版 16) N -21に位置する。平面は長径0.8m、短径0.6mの南北に長い楕円形である。断

面は半円形である。覆土は大きく 4層に分かれ、レンズ状に堆積する。土器小皿、木製品が出土した。

S K 228 • S K 228 a • S K 228 b （図版 12) F -1に位置する。南北は未調査部分に広がる。周辺

の遺構を含む前後関係は古い順に SD57、SK228 b、SK228 a、SK249である。SD123との前後

関係は確認できなかった。 SK228 aは東西3m以上、南北1.7m以上で、深さは北側で 14cm、南側で30

cm程度である。大型で比較的浅いもので、土坑としたが、南北に続く溝状になることも想定できる。底面

には細かい凹凸が点在する。覆土は 2層に分かれ、暗灰色、黒灰色の粘土からなる。肥前系陶磁器や砥石

などが出土した。SK228 bは幅0.9mが確認された。底面は比較的平坦である。未調査区や SK228 aに

壊された部分が多く、全形を窺い知ることはできない。 SK228からは肥前・志野・珠洲Iが、 SK228 a 

から肥前が、 SK228 bから土器皿の小片が出土した。

SK 249（図版12) F -1に位置する。SK228 aとSD123を壊す。小規模で浅い土坑である。染付

の碗、鍛冶滓が出土した。

SK 253（図版 16) H 1 -1に位置し、 SD57の底面で確認された。断面の観察により SD57より古

い。東側は未調査区にかかる。平面は直径0.8m前後の円形になると見られる。SD57底面からの深さは

0.5 mである。覆土は 4層に分けたが、ほぼ同質のものと見られる。覆土中から樹皮が出土した。

SK 283（図版16) D - 1に位置する。南側の大部分は調査区外である。東西は最大幅2.3m、南北

0.8 mが確認できる。平面形は隅丸方形を呈すると想定する。断面形は逆台形で、底部は広く平坦である。

覆土は6層に分けた。下の 2層は水平に堆積し、上位は両側から流れ込んで堆積している。全体的に灰色

粘土が多く、緑灰色粘土がまだらに混じる部分もある。土器片、小型の鉄滓が出土した。

S K 272 • S K 273 （図版16) F -2に位置する。 SK272は長径 1.0m、短径0.8mの隅丸方形とな

る。SK273は直径 1.0mの円形になると見られる。深さはいずれも数cm程度と浅い。 SK273から土器

片が出土した。器形は把握できないが、胎土の様相から古墳時代のものと見られる。

SK 275（図版16) F -2に位置する。平面は直径0.8mの円形で、深さは 5cm程度と浅い。覆土か

ら土器の小片が出土した。 SK272同様の質のもので、古墳時代に属するものと見られる。

SK 73（図版 12) 0-0から P-0に位置する。西側は調査区外に続き、東側は SD57に壊される。

北東部で SK97を壊す。南北の長さは 3.2m以上となる大型の落ち込みである。確認面からの深さは 0.2

m以下と浅い。覆土は暗褐色粘土を主体とする。土器皿、珠‘i州、白磁、 青磁、漆器、土錘が出土した。

5) 湿地性堆積

S X 1 調査区の東側で全域に広がる緩やかな落ち込みである。覆土は腐植物を多く含む褐色土を主体

とするもので、当地域では「カクモ」などと呼ばれる。湿地帯の痕跡であると想定されるもので、鏡ヶ沖

固辺や地下の水位が高い地域などの試掘調査でもしばしば検出される。この腐植物層の下位で遺構が検出

されることはほとんどなく、確認調査でもこの腐植物層を調査しているが、この層の下位から遺構は検出

されなかった。このため、今回の本発掘調査では基本的に完掘は行っていない。 しかし、 V24~25 付近

では覆土上面付近で多くの遺物が出土したため、底部まで掘り下げを行った。この部分では多量の土器皿

と木製品のほか、珠洲や青磁も出土した。遺物の分布にはある程度のまとまりを認めることもでき、 落ち

込み縁辺の西側に手中する傾向がある。木製品では舟形があり、何らかの祭祀に伴って廃棄 されたことが

考えられる。
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V 出t遺物

1 遺物概観

関町遺跡の発掘調査では、土器・陶磁器類、木製品、製鉄関連遺物、種子、骨など多彩な遺物が出土し

た。出土遺物は中世前半のものが多数を占めており、古墳時代、古代、近世のものもある。

中世前半の遺物は SX 1 ・SD 57で多く出土している。他にも井戸や土坑等からも出土している。種類

別では、土器皿・小皿が多く、他に珠洲、青磁、白磁などがある。当遺跡の土壌が粘質で水分を多く含ん

でいるため多くの木製品も遺存していた。曲物や折敷、用途不明の部材が多く、他に木簡や舟形などの祭

祀に関わる遺物も出土した。製鉄関連遺物では靴の羽口や鍛冶滓がある。

近世の遺物は中世前期に次いで多い。遺構からまとまって出土したものもあり、土器皿、肥前系などの

国産陶磁器、中国産磁器、粉挽き臼などの石製品などがある。古代以前の遺物は包含層や中世以降の遺構

に混人したものが多く、遺構の時期を特定するような出土状況のものは見られない。土師器・須恵器・灰

釉陶器がある。

各時期の遺物の分布範囲をみると、中世前期のものは調査区のほぼ全域で出土するものの、調査区南側

では少なくなる傾向にある。近世初頭のものは調査区中央から南側で比較的多く見られ、古代以前のもの

も南側でやや多く出土している。

2 器種分類

中世前期の土器皿・小皿が多く出土しており、形態には様々なものがあるため、皿を 5種に、小皿を 4

種に分類した。一部はさらに細分をした（第 4図） 。

皿

A類 口縁端部外面に面取りを行う 。体部は横ナデによる凹みができ、外反気味に広がるもの。

B類 口縁端部外側を面取りし、口縁部が上方を向く 。体部外面には横ナデによる凹みができる。

c類 口縁部が上方を向くが、口縁端部外面は膨らみ気味となる。体部には横ナデによる凹みができる。

D類 口縁部と体部に横ナデを行い、凹みが 2段できる。口縁部は外側に開く 。

E類 口縁部下位と体部に横ナデを行い、凹みが 2段できる。口縁部は外側に開く 。

F類 器壁が薄く、口縁部が直立気味に立ち上がり、身の深い形態を呈する。

G類 口縁部に凹みができず、体部にのみ凹みが一段できる。凹みの位置が器高の中位付近のものを G

1類、これより低い位置にできるものを G2類にした。

H類横ナデの凹みが不明瞭である。口縁部の開きが小さいものを Hl類、大きいものを H2類とした。

x類 中世後期から近世初頭の京都系土器皿である。

小皿

A類 口縁部外面に面取りを行うもの。体部に凹みができるものを Al類、凹みが無いものを A2類と

した。
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皿

A \―廿—―~64 E ―ミニ二土一ーシグ104H1←三三」二~6 B1 ~二 召，1

B ~ F ~ 7i191 H2 ~S B2 て丁~51
小皿

c 亡三三二二~92 G1 ~ニニローこえ A 1 ~こ三三｀ジ?138 c ＼ニニし乙 52

D ~ 1 G2~3 
A2又こ二＿こク139 D~こ三＝ニク 54

第4図 土器皿・小皿器形分類図（縮尺 1: 4) 

B類 口縁部下位、もしくは体部に横ナデによる凹みができるもの。凹みが深いものを B1類、浅いも

のを B2類とした。

c類 □縁部が外反して開くもの。

D類 口縁部が直立気味に立ち上がり、ナデ調整が不明瞭なもの。

x類 中世後期から近世初頭の京都系土器の小皿である。

3 遺物各説

SD 57（図版 17~ 19) SD 57からは多く の遺物が出土した。長大な遺構のため、未調査区で区切ら

れた範囲毎の出土遺物の様相を概観する。

A地区 (1~ 10) グ リッ ド0~Pから出土したものである。土器皿では、 A・B・D・E・Hl類が

ある。残存状況が良好なものは 3のみであり、その他は細片となったものばかりである。焼成は 3 ・ 4 ・ 

6が軟質で、他のものもそれほど堅緻ではない。実測した個体は全て白色系統で、未実測の細片 2点に橙

色に発色するものがある。胎土に砂粒を多く含むものは見られず、若干の差違はあるが、概ね類似した胎

土のものである。 2は口縁部の一部に煤が付着する。土器小皿はB2類の小片が 1点ある。珠洲は片口鉢

の口縁部と 壷R種の体部破片である。片口鉢は注口部付近の破片で歪みが大きいが、口径は 25cm程度と見

られる。壷の体部は、 肩の張りが小さく、 肩部と胴部上位の 2段に櫛描きによる波状文がめぐる。片口鉢

はII期、 壷は皿期以前のものと見られる。10は越中瀬戸皿の底部で、調査中に混入した物であろう 。

B地区 (11~ 65) グ リッ ドI~Kから出土したものである。対象とする範囲が長いこともあり、出土

量は多い。土器皿はD・E・Gl・G2・Hl・H2類があり、 G2類とH2類が多い。遺存状況はいず

れも悪く、 全形の半分近く残る ものが 2点ある他は、いずれも小片である。調整は比較的粗雑なものが多

く見受けられる。橙色の発色をするものは 13・ 29 ・ 31 ・ 32 ・ 33 ・ 39 ・ 41で、その他にも若干赤味を帯び

るものもある。焼成は軟質のものが多く、堅緻なものは 11・ 18 ・ 19 ・ 29 のみである 。 G類 • H類に胎土

の粗いものが多い。煤が付着するものは 8点確認できる。土器小皿は 4点あり、 B2類 とC類がそれぞれ

1点、D類が 2点である。D類の 54は完形品である。器形に歪みが大きく、胎土はやや粗い。52は橙色

を呈する。珠洲Iは片口鉢．壷・ 甕が出土した。片口鉢の口縁部はいずれも端部が外側に傾く 。55は黒色の

吹き出しが多く、 56ば海綿骨針を多く含む。56の卸目は幅の広い原体で深く刻まれる。甕は口縁部が大き
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＜湾曲して開き、頸部は短く、肩部の開きが小さい。壷は頸部から肩部にかけての小片で、焼成はやや軟

質である。壷もしくは甕の体部破片も出土した。白磁は碗IX類の口縁部である。この他に小片であるが、

鏑連弁文をもつ青磁碗が 2点出土している。

C地区 (66~ 75) グリッド D~H1から出土したものである。対象とする範囲が長いが、中世の遺物

は少ない。土器皿はC・E・Gl・Hl・H2類がある。70がほぼ全形が残る以外は、いずれも細片であ

る。成形や調整が粗雑なものが多く、ナデによる凹みをもつものも稜が不鮮明である。焼成はいずれも軟

質である。69・ 70は胎土に砂粒を多く含む。珠‘洲は片口鉢と甕の体部破片がある。片口鉢の 73は、口縁

端部が外傾し、 74は内面に波状の卸目を施す。 II期に属すると見られる。

SD  277 (76) 図化したものは土器皿Gl類の 1点である。小片で、摩滅が著 しい。溝の底部付近から

は16点の礫が出土した。加工痕は認められない円礫で、長径12cmから 20cm程度のものである。 2点から

5点がまとまって出土しているが、配置に規則性は認められず、礫の特徴もまとまり毎の共通点などは見

出せない。この他に、古墳時代のものと見られる土器片が多く出土したが、いずれも細片で器形を窺い知

ることはできない。

SE 77 (77 ~ 79) 土器皿は

H2類の小片である。明るい赤

褐色を呈し、焼成は軟質である。

外面にわずかに被熱の痕跡が見

える。木製品は曲物の底板の一

部とみられる円形の板状部材と、

長方形の板状部材がある。

SE  65 (80 ~ 84) 井戸の中

層で、まとまって珠‘l州や木製品、

礫が出土した。珠‘l州は小型の片

口鉢である。底部の切り離しは

静止糸切りで、内面に卸目は見

られない。体部は膨らみ気味に

立ち上がり、口縁端部がわずか

に内屈する。 II期の所産と見ら

れる。木製品には下駄・木簡．

板状木製品・棒状木製品がある。

下駄は身と歯を一体で成形し、

鼻緒を取り付ける穴が 3ヶ所に

開けられる。指などの痕跡と見

られる浅い凹みがあり、左足の

ものであると判断できる。82は

木簡である。頭部を山形にし、

側部に刻みを入れる。下部は欠

損する。長さ 16.2cmが残存し、幅

（表） （裏）

第5図 S E65出土木簡赤外線写真 （新潟県立歴史博物館撮影）
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3.1cm、厚さ 3mmである。墨書の内容は赤外線写真の撮影を行い、多くの方から教示を得た。上 1字目は 「＊」

（五芭星）で、続いて「蘇□（民）将来子 x」と判読された。裏面に文字はなかった。この他に用途不明

の部材もある。

S E 122 (85 ~ 87) 土器皿 3点である。85は下層から、他は上層から出土した。いずれも口縁部を含

む小片で、 D類と G1類である。86は内面のほぼ全体に煤が付く 。87は外面に広く黒斑が見られる。

SE 210 (88) 土器皿Hl類と被熱した礫が出土した。土器皿は全体の半分強が残る。器壁は厚く、調

整は粗雑で、胎土はやや粗い。外底面は中央部を除く外固に煤が厚く付く 。内面は一部に薄いヨゴレが見

られる。

SD 38 (89) 土器皿D類の小片である。横ナデによる凹みは 2段残るが、いずれも浅く稜が不鮮明な

ものである。

SK 52 (90) 土器小皿B2類である。遺構中央の底面付近から出土した。一部を欠損するが、ほぼ全

形が残る。破損部は若干摩滅する。体部下端を横ナデすることにより凹みができ、底部との境が明瞭とな

る。内面に薄く墨痕が見られる。

SK 64 (91) 土器小皿B1類の口縁部の小片である。体部下半の凹線は深く、下端の稜が鋭い。焼成

は良好である。

SK 79 (92 ~ 95) 土器皿はC類の口縁部小片である。器壁が薄く、口縁端部はわずかに内屈する。土

器小皿はA2・B2・D類に分けられる。93のA2類は口縁部の面取りが広くなっている。94・ 95も口

縁部外面に弱いナデを行っている。いずれの小皿も器壁が薄く、器高が低い点が共通する。胎土は92と

94、93と95が類似する。

S K 96 (96 ~ 97) 96は珠洲I甕の底部から体部下端部分の全周が残る。遺構西側の第 3層上面付近か

ら出土し、下位には円礫が接していた。焼成が軟質なこともあり、外面の叩き 目痕は少し摩耗している。

内底面も摩滅しており、破断面も摩耗して丸みを帯びている。内面には被熱の痕跡が見られる。破損後に

他の用途に用いられたと見られる。97は折敷の底板と見られる。

SK 20 (98) 部材と見られる木製品である。遺構底面で出土した。断面は正方形に近く、斜めに穿孔

されている。

S K 158 (99) 珠洲甕の底部破片で、全周の約半部が残る。遺構の床面付近から出土 した。器壁は 2cm 

以上と厚い。内面には火を受けたことによると見られる煤が薄く付いており、器面に細かい亀裂が入る。

外面に顕著な被熱の痕跡は認められない。

SX1 (100~163) 土器皿、珠洲、青磁、木製品などが出土した。その大部分はグ リッド V-24 ・ 25 

でまとまって出土したものである。土器皿・小皿が大部分を占めており、図化した以外にも破片が多く出

土している。土器皿にはB・C・D・E・Gl・G2 ・Hl ・H2類がある。100・ 121はほぼ全形が残る。

他は小片のものが多い。100・ 101 ・ 106は口縁端部外面の調整に若干の違いがあるが、口縁部下位の横ナ

デにより生じる凹みと稜のできかたが類似する。また、 102と110は口縁部下位の横ナデの下端に細い沈

線ができる。これら 5点は、小さい白色礫を少量含み、砂粒はほとんど見られない。焼成は良好で堅緻に

仕上がり、外底面の指頭圧痕が顕著に残る共通点を有する。また、破損部に摩滅の跡はほとんど見られず、器

面の調整痕も顕著に残っており、摩滅が認められない。102・106は橙色を呈 し、他は灰白色である。103・

108はナデにより 生じる稜がやや鈍いが、胎土や焼成、破損部の状況などが先の 5点に類似する。これら

にはB・C・D・Gl類がある。126はH2類であるが、胎土の特徴がこれらに類似する。H2類の 128・ 
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135は胎土に黒色の粒子が顕著に見られ、長石が含まれる点で類似する。形態も同様だが、 135は底部中

央を少し窪ませている 。 115~117 はやや厚手の Hl 類で、口縁部下位がわずかに凹む。 これらと 119 ・ 

122 ・ 128は、胎土に長石や少量の雲母が含まれる。111と127は胎土や色調、焼成状況が酷似している。

接合関係にはなかったが、歪みが大きい同一個体の可能性が強い。104は他のものに比べて器壁が薄く、

焼成は顕著である 。形態的にも口縁部が長めとなっており異なる。118は胎土が砂質で、軟質な焼成とな

る。121は、器壁が厚手で、外底面の指頭圧痕が他のものに比べて深く、エ具によるものと見られる痕が

深く刻まれる。123は内面に墨痕が見られる。136・ 137は土器皿の底部破片で、底部中央を外面から凹ま

せている。下沖北遺跡などで類例が見られる。

土器小皿はAlとA2類が各一点、 D類が 3点である。Al類の 138は胎土が 100などとやや似ており、

外底面にも丁寧な指頭圧痕が残る。A2類の 139は胎土がやや砂質である。141は胎土に雲母が含まれて

おり、 119などに似る。140は明るい橙色呈する。142は内面に墨痕が残る。

珠洲Iは甕・壷がある。143の甕の口縁部は嘴状を呈する。146は壷Rの底部で、静止糸切りをする。145

は叩打を綾杉状に行う 。143・ 145はIII期のものと見られる。青磁は3点である。147は龍泉窯II類で鏑連

弁をもつ。148は龍泉窯 I類で内面に劃花文を施す。149は龍泉窯 I類もしくは II類で、見込みに「福」の

印文を施す。木製品には舟形、曲物、折敷、その他の部材などある。150は舟形で、 一部破損しているが
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完形品である。先端を尖らせ、船尾は平坦である。内面を掘り窪める。154は曲物の底部で、上面は一回

り小さく段を形成する。側板を留めたと見られる樺皮が 4ヶ所に残る。156・157は折敷の底部である。長

辺の長さが等しいことから、同一個体と見られる。157に樺皮が残る。この他に箸、板状や棒状の部材な

どがある。

SXlでは、 V-25付近でまとまって遺物が出土したため、 一部のものは地点を記録して取上を行った。

これを表したものが図 6である。先に挙げた土器皿の胎土や成型技法の類似性と分布のあり方を見ると、

100 ・ 102 ・ 106 ・ 110のグループは遺構縁辺から比較的遠くに分布している。長石や雲母を含むものは最

も遺物が集中し、舟形を含む木製品も多い範囲に集中している。遺構西端付近で 3点がまとまって出土し

ている部分では、ナデの痕跡が不明瞭な 118・ 121 ・ 141がまとまっている。この 3点は明るい橙色を呈す

る点でも共通している。一部の遺物について地点毎の取上を行ったものであるが、類似するものが集まっ

て散布している傾向は見て取ることができる。

SK73(164~172) 土器皿はA類と F類である。A類の 164は胎土に砂粒を多く含んでおり、焼成は

軟質である。内面に薄くヨゴレが付く 。F類の 165は器壁が薄く、焼成は堅緻である。器表に気泡のよう

な小さな孔が多くある。外底面に煤が付着する。両形態とも他の遺構から出土したものでは見られない形

態である。珠‘i州は片口鉢がある。166は注口部を指一本分程度の幅で外側に挽き出す。口縁端部は薄く、

丸く収めている。167の口縁端部は嘴状に内屈し、内面に波状の卸目を施す。卸目の原体は 5条である。

白磁は 2点で、 168は口縁部が水平になる W類、 169は玉縁口縁のW類である。青磁碗は底部の小片で、

龍泉窯 I類のもので、見込みに片彫りの草花文を施す。171は土錘、 172は漆器である。漆器は、内外面

に黒漆を塗る。底部は摩滅しており定かでないが、平底か極低い高台が付くものと見られる。

S D 226 (173 ~ 176) 73の土器皿はX類である。口縁部を弱く外側に挽き出し、横ナデにより外面に

わずかな凹みができる。胎土に赤色の小粒子を多量に含み、器面もやや赤味を帯びている。174・175は磁

器皿である。174は底部外縁に沿って体部を打ち欠いた、加工円板である。174は肥前w期、 175は大皿で

滝州窯の製品と見られる。176は砥石である。

8D249 (177) 磁器の皿が出土した。肥前w期の所産と見られる。

S E 282 (178 ~ 181) 陶器、石製品が出土した。178は越中瀬戸の揺鉢で、 17世紀中築の所産と見ら

れる。内面に幅の広い原体による卸目を施す。179は粉挽き臼の上臼である。180は卵形の円礫の一部が

靡り減って窪んでいる。凹みの内面は他の部分に比べて滑らかになっている。また、凹みの対面にはアバ

夕状の剥離が見られ、やや平滑になっている。

SK 237 (182) 肥前系陶器の揺鉢である。17世紀中葉から後葉の所産と見られる。

S K 228 (183 ~ 185) 183は珠‘i州片口鉢の口縁部である。口縁端部が平坦で、外側に傾く 。皿期から

w期のものと見られる。184は肥前陶器の鉢で、内面に重ね焼きによる溶着が見られる。また、高台端部

は欠損する。肥前 II期頃のものと見られる。185は志野の碗で、 17世紀前菓のものと見られる。

S K 228 a (186 ~ 188) 磁器皿が 2点、板状砥石がある。磁器皿はいずれも肥前 II-2期のものであ

る。砥石は薄い板状のものである。

包含層出土遺物 (189~ 240) 中世前期のものでは、土器皿・小皿、珠洲1、白磁、青磁がある。土器皿

の多くは、 SD57のA地区にあたるグリッド P-20で出土した。192はほぼ全形が残り、体部と底部の

境に沈線を刻むが、所々で途切れる。191はSK73出土の 165に胎土が類似する。小皿の 200はほぼ全形

が残る。口縁端部を面取りするもので、 SXlで出土した 138・ 139に似る。201は京都系の小皿x類で、
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口縁部の内外面に煤が付着する。珠‘}州は片口鉢．壷．甕がある。片口鉢の口縁端部は内側にわずかに突出

する。皿期のものと見られる。206は白磁碗の底部である。高台は削り出しによるもので、外底面から体

部下半が露胎である。208は青磁の連弁文碗である。

209 ~ 228は近世の陶磁器である。生産地が不明瞭なものもあるが、肥前系陶磁器が多く、他に信楽、

越中瀬戸がある。肥前は Il期から V期のものがある。212は信楽の灯明器で 19世紀代のもの、 217は越中

瀬戸皿で 17世紀代のものである。

229~242は古代以前のものである。これらは多くが細片であり、図化できたものは少ない。包含層以

外にも、遺構から出土したものもあるが、いずれも中世以降のものに混入していたものである。229~ 234 

は古代に属する。須恵器は無台杯・有台杯・長頸瓶・甕が、土師器は小甕がある。杯類は小泊窯跡群産の

ものと見られる。9世紀前半頃と見られる。235~ 238は古墳時代に属する土師器である。高杯・甕・壷が

ある。239は甕の口縁部で、外面に擬凹線を巡らせる。238・ 240は器台か高坪の脚裾部である。小片が多

く時期を定かにできないが、古墳時代前期のものと見られる。
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V1 まとめ

1 中世前期の遺物

1) はじめに

関町遺跡の発掘調査では中世前期の土器・陶磁器が最も多く出土した。その中で大部分を占めるのは土

器皿・小皿である。当地域の中世前期の土器皿は、京都系土器皿が在地化したものが独自の形態変遷をす

るものとして、三島・刈羽型の名称が提唱された（品田 1997)。口縁部下端に強い横ナデを行い体部との

境に凹みが生ずるものを特徴とし、このナデによる痕跡が不明瞭となったものを含む。変遷や年代観につ

いて多くの研究がなされている。また、当期の土器については形態とともに法量の変化についても検討が

行われている（水澤2005)。 しかし、柏崎平野の当期の遺跡では良好な一括資料が少なく、その変遷過程

や年代観には不明瞭な部分も多く残されている。関町遺跡の当期の遺物も、これらを解明できるような良

好な出土状況のものは少ない。ここでは、関町遺跡で出土した陶磁器類などの年代観と先行研究を参考に、

土器の変遷を検討し、中世集落としての関町遺跡の特徴を確認する。

2) 中世前期の土器・陶磁器の概要

当期の土器・陶磁器の中で土器類が占める割合は、図化したものでは76.8％となる。未実測の資料の計

量は行っていないが、これらには珠洲Iや輸入陶磁器より多くの土器があり、実際にはこれ以上の比率を占

めると見られる。土器皿の中ではG類と H類が多く、両者で土器皿の 70％近くを占める。

珠‘}州は土器に次いで出土量が多い。器種には甕、壷、片口鉢がある。甕の口縁部で図化し得たものは 3

点で、口縁部が嘴状 (60・ 143)のものが 2点ある。Il期から III期に比定 した。壷は櫛描き波状文を施す体

部破片 (8)、綾杉状に叩打を施す体部破片 (145)があり、 III期以前のものとした。片口鉢は、波状など

装飾的な卸目を施すもの (74 ・ 167)、口縁端部を内屈するもの (80・ 167)があり、これらは Il期に位置付

けた。口縁部が方形で、端部が外傾するものは (56・ 202)はIII期から W期とした。

輸入陶磁器には白磁と青磁があるが、出土量は少ない。白磁はW類の 168が11世紀後半から 12世紀前

半に位置付けられて最も古く、 IX類の65は13世紀後半以降のものである。青磁は12世紀後半から 13世紀

後半までのものが見られる。

以上のように、関町遺跡で出土した中世前期の珠‘}州は Il期の 13世紀前半から III期の 13世後半のものが

主体で、一部はW期のものが含まれる。輸入陶磁器は 12世紀後半から 13世紀後半以降のものが見られる。

これらから見た、関町遺跡中世前期の年代は13世紀前半から 13世紀後半まで、もしくは13世紀末から 14

世紀初頭頃までを主体とすると考えられる。

3) 出土土器の変遷

関町遺跡で、土器皿・小皿が珠洲Iや輸入陶磁器を伴って出土した遺構は SD 57 ・ S X 1 ・ S K 73がある。

しかし、 SD57 ・ S X 1では多様な形態の皿・小皿が出土しており、珠‘i州や輸入陶磁器は時期幅を有して

しヽる。
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SK 73はSD57 に壊される浅い土坑で、土器皿A類• F類と珠洲I、白磁、青磁がまとまって出土した。

珠洲IはII期に、白磁と青磁は 12世紀代を主体とする。これより新しいものは含まれていないため、 13世

紀中葉頃には廃絶した遺構と考えられる。土器皿A類は、京都系手づくね土器に相当するもので、下沖北

遺跡の SD301から出土した BI a類に相当する。SD301は長期間機能していたと見られる区画溝である。

珠洲IはII期以降、 W期までのものが確認できる。 SD301の中で古相に位置付けることができるとすれば、

13世紀前半から中薬頃とできる。他地域でも、同様の形態の土器皿は 13世紀中薬頃までに位償付けられ

ており、関町遺跡 SK73の珠‘i州の年代と一致する。皿F類は他遺跡での類例を確認できていないが、同じ

く下沖北遺跡SD301で出土している 30のように、口縁部が直立気味で深身の土器皿が似た例と考える。

皿F類は、関町遺跡でも他に包含層出土のものが 1点あるだけである。京都系土器皿が在地化していく過

程の一形態と考える。

SK 79の皿 (92)は皿c類としたが、口縁端部の外側にはわずかに凹みが認められる。小片のため判じ

がたいが、 A類と C類の中間的な形態と見ることもできる。共伴する小皿はA2 (93) ・ B 2 (94) ・ D (95) 

類がある。93の口縁端部にはナデによる幅の広い面が生じている。93と95の胎土は砂粒がやや粗く、細

かな気泡を含んでいる点で似ている。また、いずれの小皿も器高が低く、身が浅い点で共通している。

SE 122では皿D類が 2点、 Gl類が 1点出土した。ただし、 D類は上層から、 Gl類は下層から出土

している。いずれも小片である。胎土は比較的似ているが、ナデによる凹みの形態や沈線の有無など相違

点が多い。

以上が、関町遺跡で出土した土器皿・小皿の中で、時期的なまとまりをある程度認めることができる遺

構一括遺物である。陶磁器類から時期を想定できるものは SK73の資料で、 13世紀中薬頃までのものに

位置づけた。皿A類と F類は、その他の遺構からは出土していないものであり、当期の中では最も古相に

位置付けられよう 。また、 SK79の皿c類が形態的に A類に近いものとすれば、口縁端部を面取りする小

皿や、身が浅い小皿も SK73に近い時期のものと考えられる。

SXlでは、調査区北側のグリッド V-25周辺で遺物がまとまって出土しており、土器皿・小皿も多く

含まれる。陶磁器の年代は珠‘i州が II期、青磁は 12世紀後半から 13世紀後半までのものがあり、時期幅を

考慮する必要がある。ただし、前章第 6図のような出土地点、胎土の様相、調整技法の特徴、破損の状況

からある程度のまとまりを抽出することができる。100・ 102は出土地点が近く、胎土・焼成が類似する。

また、 106は地点がやや離れるが 100に類似しており、地点の記録をとっていない 101・ 103 ・ 108も同様で

ある。これらは、 B・C・D・Gl類である。また、 H2類の 126も胎土がこれらと類似する。その他の共

通点として、器面に使用による摩耗やヨゴレ、付着物が見られないこと、破損面にも摩耗が見られないこ

とが挙げられる。また、これに類する土器は SD57などの他の遺構では出土していないという特徴もある。

SXlで出土した陶磁器類の年代は 12世紀後半から 13世紀後半までのものがあり、時期を特定すること

が困難である。土器の使用痕や破損状況から、ほとんど使用せずにあえて破損させて廃棄したことが想定

される。その場合、土器皿のみを単独で廃菓したことも考えられる。

また、 SXlの西側遺構縁辺付近にまとまる土器群は皿G類と H類、小皿D類からなっている。これら

は、器面が摩耗するものや墨痕が付くもの、破損面も摩耗して丸みを帯びるものが目立っている。また、

地点を記録していない他の土器も摩耗しているものが大部分であり、先に挙げたものと使用や廃棄の状況

に明確な差を見て取ることができる。

以上のように、遺構からの出土状況のみから土器皿・小皿の形態変遷を追うことができないため、柏崎
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平野の同時期の遺跡の様相を参考にして、形態的な特徴からその変遷を検討する。

角田遺跡では、比較的多くの土器皿・小皿が出土したが、多くは包含層からのもので、良好な一括資料

は少なかった。ここでは、形態的特徴からその変遷が検討されている。皿では、口縁部下段の強いナデ調

整により体部との境が有段状となるものを基準と し、体部との境界が幅広な沈線状になるものや、有段の

部分が不明瞭になるものが後続する形態としている。また、口縁部がやや長く、赤味が強いなどの他と相

違点が顕著なものについては古相になる可能性を指摘している。年代は、最も古い段階を 13世紀中葉から

後半、主体となる時期を 13世紀後半、新しい段階のものは 13世紀後半から末頃を想定 し、 一部は 14世紀

代に及ぶ可能性を指摘している。下沖北遺跡でも、口縁部と体部の境の稜が明瞭なものから不明瞭なもの

への変遷を想定している。ただし、これらを年代的に区分することは困難であるとし、両者を 13世紀後半

から 14世紀前半のものとしている。東原町遺跡では、稜が鮮明な ものを主体とする下層を 13世紀後半以

降、不鮮明なものが主体となる中層を 14世紀前半以降としており、下沖北遺跡と概ね一致するとしている。

関町遺跡の土器皿では、口縁部と体部との境に生じる稜のほかに、口縁端部直下のナデにも注目して形

態分類を行った。口縁端部外側のナデが面取り状になるものがB類、面取りは行わないが口縁部が上を向

くものを C類とした。口縁端部下位にナデを行うが口縁部が外側を向<D類、上段のナデの位置が下がる

E類は、 B類の面取りが形骸化したものと想定した。これに後続する ものは、上段のナデの痕跡が不明瞭

となる G類で、下段のナデによる凹みも消失する H類に続くと考えた。前出の 3遺跡では、明確に B類・

c類とできるものは見られず、 D類以降のものを確認することができる。

角田遺跡と東原町遺跡は珠洲IIll期以降が主体となっており、珠‘t}|IIIl期のものを多く含む関町遺跡と年代

的に若干の差がある。この差が皿B・C類の有無に関わると見ることもできる。 しかし、関町遺跡に最も

近い下沖北遺跡では Il期の珠‘i州も比較的多く出土しており、皿A類も出土している。ここで皿B・C類が

見られないことから 、形態の変遷についてはさらに検討が必要である。

ここでは、京都系手づくね土器のA類が最も古く、類例の少ないF類がこれに近い時期のものと見る。

B・C・D類にはそれほど時期差はなく、 一部は同一時期の個体差による形態の違いであると考える。こ

れらはA類に続く時期のものと想定する。ナデによる稜が不明瞭な G類やH類は、これに後続するものと

考えられるが、時期的に前者と分離できるものではなく、同一時期にできるものもあるであろう 。ただし、時

期が下るにつれて G類• H類が大部分を占める ようにな っていくものと見られる。

土器皿・小皿の変遷は、法量の変化にも表れるとされている。関町遺跡で出土した土器皿・小皿は、遺

存率が低いものが多く、法量を明確にしがたいものが多い。ただし、土器小皿では、口縁部に面取りを行

うものを含む SE122のものは器高が低く、 SXl西縁や SD57のD類には器高がやや高いものが多い。

また、口径はA・B類が 9cm前後、 D類は 8cm前後が主体となっている。皿についても、 SXlではB類

から Gl類は口径 13cmを超えるが、 H類は 13cmを下回る。SD57では全ての形態で13cm以下のものが大

多数を占めている。皿においては、口径が縮小化していくと考えられる。

2 中世前期の遺構

関町遺跡の発掘調査では、ピット・土坑•井戸・溝のほかに広範囲の湿地性堆積が検出された 。 その多

くは中世前期に属するものと見られる。湿地性堆積は調査区東側の全域に広がるものである。鏡ヶ沖の南

側に位置する城東地区で行った試掘調査では、ほぼ全域で湿地性堆積の痕跡と見られる植物腐植物層が検
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出された（柏崎市教委2009・ 2010)。また、鏡ヶ沖の東側に位置する箕輪遺跡の調査では、調査区の西側

に向かって標高が低くなっていき、検出される遺構・遺物が稀薄になっている。下沖北遺跡に伴う試掘調

査や本発掘調査では腐植物層は検出されていないが、 鏡ヶ沖方面に向かって標高が下っているこ とが確認

されている。当地には鑑湖と呼ばれる湖沼があり、近世以降に埋め立てが行われたとされている。関町遺

跡で検出された湿地性堆積も鑑湖、もしくはその固囲の湿地帯に関するものと想定される。

調査区の西側には、南北に通る溝が検出された。直線的なもので、幅は 0.7mから 1.3mほどで推移する。

SK 73の埋没後に掘削され、 SK253よりも新しいものである。覆土から は、 17世紀の越中瀬戸 1点が

出土しているが、 主体となる遺物

は中世前期のもので、珠‘洲は皿期

頃、白磁は 13世紀後半までのもの

が含まれている。越中瀬戸が何ら

かの要因による混入品とすれば、

SD 57は、 SK73が廃絶した後の

13世紀中葉以降に構築され、 14世

紀初頭頃まで機能していたものと

想定される。

第 7図は、今回の調査で作成 し

た遺構図に第 1次試掘調査のトレ

ンチ図を合成したものである。第

1次試掘調査では、 トレンチ位置

及び遺構位置の測量は簡易的な方

法を用いたため、位置などにある

程度の誤差を含んでいる。遺構の

分布や概ねの位置を把握すること

はできる。ここで注目するのはT

pgの西壁付近で検出された南北

に長い SD19である。土坑、もし

くは井戸と見られる SK20を壊し

ている。SD57とは約 4~5 m離

れており、完全に並行ではないが、

概ね方位を同じにするものである。

試掘トレンチ内の遺構がどのよう

に展開していくかは不明なため断

定はできないが、この両溝が道路

を挟む側溝である可能性がある。

道路の側溝とはならなくても、 S

D 57が区画溝として集落域を規制

していることは想定できる。そし

溝＂□t山
TP9 

口
TP6 

□ TP12 

□□二］TP14

第7図 関町遺跡試掘•本発掘調査遺構概略図（縮尺 1 : 500) 
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て、関町遺跡の中世前期集落が成立したしばらく後に、この溝が構築されて集落域を規制するように再編

成がなされていたと考えられる。また、 SD57に直交する SD3 ・ SD 119なども、集落内の区画溝の可

能性がある。SBlなどの建物や井戸・土坑が集中する範囲では、 SD57とSXlとの距離は、広いとこ

ろでも 30m程度しかないことになる。

その他の遺構の分布を見ると調査区西側に遺構が多く、 SXlに近い側では少なくなっている。住居な

ど、生活に関する遺構が湿地帯から離れたところに構築されることは自然のことと考えられる。 しかし、

SE 65やSK96などの明らかに中世前期に属する遺構が SXlに近い位置にも存在している。周囲には

ピットも点在しており、復原された建物は少ないが、何らかの生活空間であったと想定することができる。

調査区南側では湿地性堆積が西側に広がってきており、中世前期の遺構・遺物は少なくなっている。この

範囲では、円形に巡る特殊な溝である SD277が検出されている。また、グリッド F-1付近では鍛冶滓

が多く出土している。南側の範囲は掘立柱建物が少なく、この時期の井戸なども見られないことから、居

住域とは別の生産などに関する区域であったと考えられる。

遺構に伴う遺物が少ないことから、集落の詳細な変遷を追うことは困難である。ここでは、簡単に中世

前期における関町遺跡の集落の変遷を想定したい。当期の集落の成立は、珠洲Iの年代から 13世紀前半から

中菓頃と見られる。湿地帯の縁辺ではあるが、比較的広い範囲に遺構が分布している。この時期の遺構に

は、 SK73の他に II期の珠‘洲片口鉢が出土した SE65が該当し、口縁端部を面取りした土器小皿がある

S K79もこの時期に近いものとみられる。また、 SD57に壊される SK253や、試掘トレンチTP-9のSK

20なども当期のものの可能性がある。その後、溝もしくは道が構築されることによって居住域は再編成さ

れる。この時期の遺構は、 SD57のほかには、土器皿G類やH類、小皿D類が主体となる SE77、SE122、

SE 210などが該当すると想定される。なお、建物や柵については柱穴内から出土した遺物がほとんどな

いことから時期を把握しがたい。SA 8は柱穴から近世当期の小片が出土しているため、この時期からは

除外される。最も大型の SB1は、 SD57に近接する南北方向の建物である。 しかし、 SD57とは若干

方位を異にしていることから、時期を違えている可能性がある。

当遺跡では、 14世紀以降の遺物はほとんど出土していない。中世前期の集落は、遅くとも 14世紀初頭

頃には廃絶したものと考える。

3 中世前期集落の位置付け

関町遺跡に近い鵜川中・下流域の 13世紀代の遺跡で発掘調査が行われたものは、下沖北遺跡、香積寺沢

遺跡がある。やや離れているが、鯖石川流域では東原町遺跡、角田遺跡、馬場・天神腰遺跡などがある。

馬場・天神腰遺跡は正式報告がなされておらず、詳細は明らかでない。12世紀代に成立した集落において、

13世紀代に碁本区画をなす幹線道路が整備されたとしている（品田 1997)。

下沖北遺跡は、関町遺跡の上流約 1kmに所在する。中世前期では 13世紀から 14世紀の遺構・遺物が確

認されている。遺跡の中心部は断面箱形の溝で囲まれ、この内部では建物や井戸など多くの遺構が検出さ

れている。南北方向の溝の東側には道が通っていたとされ、対面側の側溝と見られる溝も検出された。道

路側溝を兼ねる区画溝は、途中で南側へ拡張されたとしている。区画溝からは土器皿A類と同形態のもの

や、 II期から III期を主体とする珠洲1、12世紀代の白磁などが出土している。また、対面の側溝では、関町

遺跡でH類とした土器皿や 13世紀末以降の青磁が出土している。また、集落域の 160mほど東では同時期
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のものと見られる水田も検出されている。大型の溝に囲まれた範囲に、建物や井戸、竪穴状遺構などが密

集していること、輸入陶磁器の出土量は多くないが、施紋を施した漆器が出土していることなどから、比

較的格上の集落であったと見られる。

東原町遺跡は、鯖石川と別山川の合流点から約 1km下流の左岸に位置する。中世前期の遺構は下層と中

層で検出された。下層では、自然流路とそれに直交する溝がある。この溝の北側で多くの遺構が見つかっ

ており、居住域であったとされる。また、鍛冶工房なども見つかっている。珠洲Iは皿期を主体としており、

13世紀後半以降に位置付けられる。中層では主に東西方向の溝と盛土で集落域と生産域が区画されている。

集落域では土器皿や小皿を大量に廃棄したと見られる土器溜まりが検出されている。饗宴などで用いたも

のを一括廃棄したものと見ている。また、埋納に関わると見られる珠洲壷を埋めた遺構が 3基見つかって

いる。うち SK090では、珠洲N-1期の壷の中に 10,674枚の銭貨が納められていた。銭貨で最新のものは

初鋳が 1341年の紹豊元賓である。大勢が集まる饗宴を催し、大量の銭貨を所有する、鯖石川流域で中心的な

役割を果たした集落と見られている。

角田遺跡は鯖石川と別山川の合流点付近に位置する。調査面積は狭いものの、 1,100基を超えるピット

が検出されている。建物は四面廂をもつものなどが想定されて、同一ヶ所で数度の建て替えも行われてい

る。居住域の東には大型の溝も掘られている＇。 出土遺物には土器fill.小皿、珠洲、白磁、青白磁、漆器な

どがあり、 13世紀後半を主体とする。食膳具のほぼ全てを土器が占めること、青白磁の壷が出土している

ことから、鯖石川などの河川交通の要衝を押さえる在地小領主の存在が想定されている。

以上、関町遺跡に近い柏崎平野中心部に所在する中世前期の遺跡の様相を見てきた。いずれも、遺構や

出土遺物の内容から地域の中核的な集落の存在が想定される。これらの遺跡の共通点として、遺構では掘

立柱建物が密集する区域があり、建物が数度にわたって建て替えられる居住域が一ヶ所にまとまっている

こと、その付近には比較的大型の溝が設けられていることが挙げられる。出土遺物では、食膳具に占める

土器皿・小皿の比率が高く、出土量も多いこと、他に青磁や白磁などの輸入陶磁器や漆器があることが挙

げられる。関町遺跡で検出された溝は、他の遺跡に比べて小規模なものである点でこれらの遺跡とは異なっ

ている。遺物では食膳具の大部分は土器皿・小皿に占められ、これに白磁、青磁、漆器が占めている点で

共通している。 しかし、土器の出土量はそれほど多量とはいえず、大量の土器を一括で廃棄した例も明確

には認められない。また、下沖北遺跡では青磁盤や赤色漆で文様が描かれる漆器が出土しており、東原町

遺跡でも青磁盤や瓦器浅鉢などが出土している。角田遺跡では青白磁の壷があり、土器以外のもので比較

的格上と想定されるものが出土している点も関町遺跡とは異なっている。関町遺跡はこれらの遺跡と時期

的に差違があるため、土器や陶磁器の比率に差が生じることも考えられる。ここでは、関町遺跡の中世前

期集落は、鵜川下流域の中世における開発の初期を担った集落と位置付けておきたい。

4 その他の時代の関町遺跡

関町遺跡は中世前期を主体とする遺跡であったが、これ以外の時期の遺物も出土している。古いもので

は古墳時代前期や古代のものがあり、新しいものでは近世初頭のものがある。ここでは、これらの時代に

ついて簡単にまとめる。

古墳時代のものはいずれも上師器で、高杯・器台・甕が見られる。口縁部に擬凹線を巡らせる甕や、裾

部が有段となる高杯もしくは器台の破片などがあり、古墳時代前期を主体とすると見られる。柏崎平野中
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央部では当期の遺跡の調査例は少ない。箕輪遺跡では弥生時代中期の遺構・遺物が検出され、玉作に関わ

る資料も出土している。既に弥生時代中期には当地の開発は始まっていたと見られ、その後の古墳時代に

つながっていくのであろう 。関町遺跡では古墳時代のものとできる遺構は確認できなかった。また、出土

した土器も少ないものであり、その多くは調査区の南側で出土している。下沖北遺跡でも古墳時代前期の

土器が出土しており、琵琶島城跡でも古墳時代の遺物が出土している。関町遺跡固辺の鵜川下流域におけ

る開発が古墳時代前期に遡ることを示している。この時期の開発を担った中核的な集落が周辺に存在して

いたのであろう 。

古代の遺物も出土量が少なく、明確な遺構は確認できなかった。須恵器杯類や壷、甕、土師器甕などが

見られ、 9世紀前半ころに位置付けられる。下沖北遺跡では比較的多くの古代の遺物が下層から出土して

いる。竃を有する竪穴住居も検出されている。 8世紀後菓から 9世紀初頭を中心としている。9世紀初頭

に古志郡から三嶋郡が分立し、 箕輪遺跡周辺に郡衛や三嶋駅が設置されたとされる。古代北陸道の沿線と

もなったこの地域では、活発な開発が行われていたことが想定される。関町遺跡でこの時期の遺構を把握

することはできなかったが、当期の開発の対象にはなっていたことが想定でき、この時期の集落が関町遺

跡の周辺に存在したのであろう 。

14世紀中頃に越後守護上杉氏の被官である宇佐美氏が越後に入部したとされる。琵琶島城を居城とした

時期は明らかでないが、発掘調査では堀跡から 15世紀代の遺物が出土している。以後、 16世紀にかけて琵

琶島城は宇佐美氏の居城となったとされる。関町遺跡の中世前期集落と入れ替わるように琵琶島城が築か

れ、関町遺跡では遺構・遺物が確認できない時期が長く続くこととなる。再びこの地で生活の痕跡を認め

られるようになるのは、琵琶島城が廃絶した後とされる 17世紀代に入ってからのことである。肥前 II期に

相当する 17世紀前半の遺物が溝や土坑などから出土している。この頃の溝は、中世前期のものとは主軸が

明らかに異なっている。その後、 19世紀代に至るまでの遺構・遺物が検出されている。鏡ヶ沖に存在した

湖沼は江戸時代頃に埋め立てが行われたとされている。江戸時代には新田開発が活発に進められ、越後で

は紫雲寺潟新田が開発されたことが有名である。関町遺跡で 17世紀以降、遺物の出土が増加していくこと

は、この新田開発の流れの中で新たな耕地を求めた人が集まってきた結果と考える。その後の関町は、周

辺の農地化が進むとともに、幹線道路の沿線は宅地化も進み、柏崎市街地の一角 として現代に至っている。
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別表1 関町遺跡遺構一覧表

遺構No. 位置 建物 平面形 長径 短径 深度 覆土 出土遺物 備考

SX l 調査区東 不正形 腐植物恩主体 土器」Ill.、珠洲疵、青磁碗、舟湿地性堆秘

恨II全域 形、 曲物、折敷他

SD2 V-22 溝 130 50 8黒灰色粘土 地山△ 南北方向の浅い滞

SD3 ¥/-21 ・ 24 溝 1908 88 18 1 暗灰色粘土 東西方向のIii,t

2 緑灰色粘土 地山◎

3 黒灰色粘土 地山△

SK6 U-21 円形 64 56 48 土師器、板状木製品 細片

SP8 T-2l SB2 円形 22 20 29 l 黒灰色粘土 杭痕か

2 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 地山0

SP9 T-21 不定形 60 60 35 l 灰色粘土木炭△ 地山〇 柱痕

2 a 黒灰色粘土（柱痕）

2 b 黒灰色粘土木炭△

SPIO T-21 SB2 円形 28 28 27 1 黒灰色粘土 地山△ 建物柱穴

S1'11 T-21 円形 16 16 9 l 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 地山〇

SDl3 T-22 洲 48 3 l 黒灰色粘土木炭〇 地山〇 南北方向の淵

SKJ4 T-22 楕円形 52 48 l4 1 暗緑灰色粘土 地1L!O
2 灰色粘土地山△

SP15 T-22 Sl33 円形 20 20 8 1 黒灰色粘土地山△ 建物柱穴

2 暗緑灰色粘土 地山◎

SP16 T-22 円形 30 28 I I 1 暗灰色粘土地山〇

2 黒灰色粘土 地山△

SP17 T-23 円形 24 22 5 1 黒灰色粘土 地山△

SP18 U-22 SA2 円形 20 18 l2 1 黒灰色粘土 地山 柵柱穴

SPL9 V-23 SAi 楕円形 64 42 18 1 黒灰色粘土 木炭△ ・地1110 柵柱穴 S 03→ SP 19 

2 緑灰十黒灰色祈り土 地山◎

SP20 V-23 SA2 円形 24 24 18 1 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 地山〇 部材 柵柱穴

2 緑灰色粘土 地山〇

3 黒灰色粘土

SP21 T-21 SB2 杓円形 28 24 32 1 黒灰色粘土 建物柱穴柱痕

2 暗緑灰色粘土 地山◎

SP22 T-21 栢P:I形 16 12 5 l 黒灰色粘土

SP23 T-21 SB2 円形 22 20 15 1 黒灰色粘土（柱根） 建物柱穴柱痕

2 a 灰色粘土 地山〇

2 b 2 aと 同 質 地1」|0

S1'24 S-21 円形 26 24 26 1 黒灰色粘土（柱根部分） 柱痕

2 灰色粘土 地山〇

SK27 T-23 円形 78 76 4]地山プロック主体 土器小片、珠洲甕体、炭化部
材 (1Jヽ）

SD28 T・S-22 滞 2500 8 1 黒灰色粘土＋灰色粘土木炭〇 地山〇 南北方向の浙

2 黒灰色粘土木炭〇

3 1屈と同質木炭〇 地山〇

SP30 U-24 SAi 円形 34 34 32 1 黒灰色粘土地山〇 柵柱穴 S D3→ S P30 

SP31 S-22 SB3 楕円形 26 22 32 1 黒灰色粘土＋灰色粘土 地山〇 （柱恨） 建物柱穴柱痕

2 灰色粘土 地山〇

SP33 T-22 円形 24 20 11 1 黒灰色粘土＋灰色粘土 地山〇 S P34→ S P33 

SP34 T-22 円形 17 l 2 23 1 黒灰色粘土 S P34→ S P33 

SP35 R-2 1 円形 20 16 5 1 黒灰色粘土 地山0

SP36 R-2 l 円形 20 18 4 1 黒灰色粘土地l上l△

SP37 R-21 SB5 円形 40 39 13 1 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 地山〇 建物柱穴

SD38 R-21 描 158 120 13 土器JUL、礫 南北方向の/11,i．

SK40a R-21 楕円形 120 92 IO SP40 c→SE40 b→SK40 a 

SE40b R-21 楕円JI多 88 68 73 木製品小片多 SP40 c→SE40 b→SK40 a 

SP40c R-21 円形 32 28 19 SP40 c→SE40 b→SK40 a 

SP4l R-21 円形 56 50 19 1 黒灰 色 粘 土 木 炭△ SP42→SP41 

SP42 R-21 楕円形 78 50 21 2 馬灰色粘土木炭△ 地山△ 土器小片 SP42→SP41 

SP43 T-24 SB4 杓円形 20 14 10 1 黒灰色粘土＋灰色粘土木炭〇 地山〇 建物柱穴

SP44 T-24 円形 16 16 10 1 黒灰色粘土＋灰色粘土 地山0

SP45 R-24 SB4 円形 30 28 15 1 黒灰色粘土＋灰色粘土 木 炭 〇 地山0 建物柱穴

2 黒灰 色 粘 士 木 炭〇

SP48 R-23 SB4 円形 20 18 8 l 黒灰 色 粘 土 木 炭〇 建物柱穴 SP49→SP48 

SP49 R-23 円形 14 14 5 1 黒灰色粘土＋灰色粘土 地山〇 SP49→SP48 

SP50 R-23 円形 18 18 7 1 黒灰 色 粘 土 木 炭〇

SP5 l R-24 SB4 円形 22 22 3 1 黒灰色粘土 建物柱穴

SK52 R-23 杓円形 74 60 47地山プロック主体

SP53 T-23 伊1形） 26 24 25 1 黒灰色粘土＋灰色粘土木炭〇 地山0

SP55 R-24 円形 19 17 11 1 冑灰色粘土と褐灰色粘土の混土 木炭△

SD57 P・N-20 淵 6717 I IO 0 261 土器jIIL、珠洲壷R櫛描 ・片i::1 SK97→SK73→S057→SEl74 
K・I-1 Ill期、近憔陶器混入 SK228 b 

SE58 P-21 桁円形 80 64 59 土器小llll略完形 ・小片

SE59 P-21 円形 63 60 64 土器小片、不定形鉄滓

SD60 R-21 溝 32 7 1 黒灰色粘土 東西方向の滞

SP61 P-21 SB5 円形 46 44 22 1 黒灰色粘土木炭△ 建物柱穴

2 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 地l」|0

SP62 P-21 Sl35 円形 21 18 21 1 黒灰色粘土 地山△ 建物柱穴

SK64 Q-22 杓円形 90 68 50 土器小1111.

SE65 P-23 不定形 70 62 85 土器JIil, 小llll、珠洲片口、小 SP66→SE65
型鉄滓、木簡、下駄、角材

SP66 P-23 SA3 楕円形 32 24 16 部材 SP66→SE65 柵柱穴

SP67 P-23 円形 15 14 11 1 黒灰色粘土＋灰色粘土木炭〇 地山0

SP68 P-23 円形 20 20 7 1 黒灰色粘土＋灰色粘土 地1L10
2 灰色粘土地山〇

SP69 R-23 杓円形 30 23 12 1 黒灰色粘土 地山〇

2 緑灰色粘土 地山◎

- 30 -



遺構No. 位置 建物 平面形 長径 短径 深度 覆土 出土遺物 備考

SP70 P-21 円形 23 20 6 1 黒灰色粘土

2 暗緑灰色粘土地山◎

SP7 1 P-21 円形 18 17 3 1 黒灰色粘土＋緑灰色札i土 地山0
SK72 0-21 円形 54 48 40 1 黒灰色粘土木炭△ 地山0

2 a 緑灰色粘土 地山◎
2 b 暗緑灰色粘土地山◎

SK73 P•0-20 不定形 329 116 22 士器」Ill、珠洲甕体部 ）↑口、 SK97→SK73→SD57 

白磁玉縁、青磁、漆器llll、土

SP74 P-24 SA3 円形 34 30 18 1 黒灰色粘土木炭〇 柵柱穴

2 灰 色 粘 土木炭〇地山〇
3 黒灰色粘土＋灰色粘土地山〇
4 3陪と同質地山0

SP75 0-22 松円形 30 24 23 l 黒灰色粘土 礫 根石か

SK76 0-22 柘p:1形 50 43 12 1 黒灰色粘土木炭△ 地山△ 碗形鍛冶滓 ・羽 ロ

SE77 N-21 ・22 不定形 10,1 76 120 1 灰色粘土一埋土木炭〇 地山0 土器」Ill・小片、 1ll1物底
2 暗灰色粘土 地山△ （大）、折敷底
3 黒灰色粘土 地山△

SP78 N-21 杓円形 38 30 16 1 黒灰色粘土 地山〇

SK79 N-2 l 柘円形 82 64 59 1 灰色粘土木炭△地山△ 土器小Jill、木製品小片
2 a 黒灰色粘土 地山〇
2 b 暗灰色粘土地山〇
3 黒灰色粘土
4 II音緑灰色粘土 地山◎

SP80 N-21 P:I形 25 22 26 1 暗褐色粘土木炭△ 地山△

2 黒灰色粘土 地山△

SP8 1 N-21 円形 20 16 13 1 II音褐色粘土木炭△ 地山△
2 黒灰色粘土 地山△

SP83 N-22 SM 杓円形 32 22 18 1 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 地山〇 柵柱穴

SP84 N-22 SA5 棺円形 44 38 34 1 褐灰色粘土 柵柱穴

S1'85 N-22 楕円形 26 21 34 1 褐灰色

S1'86 N-22 楕円形 40 33 35 l 暗褐色

SK87 P-23 （円形） 101 7 l 1 黒灰色粘土＋灰色粘土木炭〇
2 黒灰色粘土＋灰色粘土木炭〇 地山〇
3 1荊と同例木炭〇
4 黒灰色粘土＋灰色粘土木炭〇
5 黒灰色粘土＋灰色粘土木炭〇
6 a 黒灰色粘土＋灰色粘土 地山〇
6 b 6 aと 同 質 地山〇

SPSS P-23 円形 30 30 10 1 灰色粘土＋黒灰色粘土 地山〇
2 灰色粘土＋黒灰色粘土 地山〇

SP89 N-21 杓円形 25 19 l7 1 灰色粘土地山〇
2 黒灰色粘土

SP90 N-21 円形 19 17 10 1 黒灰色粘土

SP91 N-23 松円形 42 30 33 1 黒灰色粘土木炭〇 地山〇

SK93 P-24 杓円形 94 87 20地山ブロック 主体

S1'911 0-24 杓円形 22 17 16 1 黒灰色＋灰色
2 灰色＋黒灰色

SP95 0-24 楕円形 40 32 23 1 灰黄色粘土

SK96 0-25 松円形 74 62 28地山ブロック 主（本 壷T底、板

SK97 P・0-20 杓円形 194 142 24 1 暗褐色粘土地山〇 SK97→SK73 

SE98 N-23 桁円形 96 78 103 部材（板）、杭 SP99→SE98 

SP99 0-24 梢円形 34 26 24 1 黒灰色粘土＋灰色粘土 地山〇 SP99→SE98 

2 黒灰色粘土＋灰色粘土 地山〇

SPJOO M-2 円形 35 35 l9 1 黒灰色粘土木炭△ 地山△ 柱痕

2 黒灰色粘土木炭△ 地山△
3 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 地山〇

SP lO l ¥1-2 SA5 円形 26 26 28 1 a 黒褐色粘土 枝 柵柱穴 SPI02→SPIOI 

l b 黒掲色粘土

SPI02 M-2 杓円 •JI多 42 35 28 2 11音灰色粘土 木炭△ 地山〇 S1'102→SP!Ol 

3 黒灰色粘土 地山△

SKI03 M-2 杓円形 54 44 43 1 暗灰色粘土＋緑灰色粘土 木炭△ 地I-LIO
2 黒灰色粘土 地山△

SPI04 ¥1-2 円形 20 20 12 1 黒灰色粘土

2 暗緑灰色粘土地山◎

SP105 M-2 棺円形 26 20 9 1 黒灰色粘土木炭△

SP106 I,1-2 SA5 円形 28 26 34 1 黒褐色 部材 柵柱穴

SPI07 ~,l ー2 円形 26 26 20 1 黒灰色粘土地山△ 柱痕

2 暗緑灰色粘土地山◎

SPIOS ¥1-2 SA4 楕円形 28 24 13 1 a 黒灰色粘土 地山△ 柵柱穴

1 b 黒灰色粘土 地山△
2 暗緑灰色粘土 地山◎

S1'109 M-2 楕円形 30 22 18 3 11脊緑灰色粘土 木炭△ 地山◎ SPI09→SPI 10 

SKI 10 M-2 杓円形 60 54 24 1 黒灰色粘土木炭△ 地山△ 古墳土器 SP109→SPI 10 

2 暗灰色粘土＋緑灰色粘士 木炭△ 地山0
地山プロック 主体

SPIii M-3 松P:J形 36 28 33 1 黒灰色粘土木炭△
2 緑灰色粘土＋黒灰色粘土 地l_LI◎
3 黒灰色粘土

SPI 12 M-2 円形 28 24 20 1 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 地山0
SKI 13 M-2 円形 74 70 22 1 黒灰色粘土＋緑灰色粘士 地山〇 古墳土器

S1'114 ¥,Iー2 円形 20 16 9 1 黒褐色粘土

SPI J 5 M-2 SA4 P:J形 34 28 32 1 暗褐色粘土 柵柱穴

SP!l6 M-2 SA5 柘円形 23 l6 36 1 暗緑灰色粘土木炭△ 地111◎ 柵柱穴

2 黒灰色粘土
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SKll7 L-2 （円形） 69 25 48 1 灰色粘土木炭△ 地山〇
2 暗灰色粘土木炭△ 地山0
3 暗緑灰色粘土木炭△ 地111◎
4 黒灰色粘」土木炭△ 地山△

SP! 18 M-3 円形 28 25 20 1 黒灰色粘土木炭△ 地山△

SD! 19 L-2 滞 80 30 1 黒灰色粘土木炭△ 土器小片、珠洲甕小片、 須恵東西方向の滞
2 暗灰色粘土木炭△ 地山〇 器

SP121 I-5 •7 円形 20 18 14 1 灰褐色粘土木炭〇 音1qオ (4主十Itカヽ） 柱痕
2 a 灰色粘土＋灰褐色粘土 地山0
2 b 2 aと同質 地山〇

SE122 I-5 円形 60 54 110 土器JIil・小片、板 ・箸 SE122→SPl35 

SD123 1-5 溝 3062 60 12 1 黒灰色粘土＋灰色粘土木炭〇 地山〇 南北方向の滞

SE124 I-3 円形 66 65 89 土器小）「、曲物

SPL29 J-5 円）I多 1 8 15 9 1 灰黄色粘土

SPl30 I-5 円｝I多 14 14 8 1 灰黄色粘士

SP131 1-4 円形 28 28 23 l 黒灰色粘土＋灰色粘土木炭〇 地山〇 柱痕
2 a 灰色粘土＋黒灰色粘土 地山〇
2 b 2 aと同質地山〇

3 灰色粘土＋黒灰色粘土 地山〇

Sl,132 I-5 （円形） 21 l9 15 1 黒灰色粘土

SP133 1-3 円形 30 28 20 1 灰色粘土＋黒灰色粘土木炭〇 地山0
SP l3'1 I-3 円形 27 27 13 1 黒灰色粘土＋灰色粘土 木炭〇 地山〇

2 a 灰色粘土＋黒灰色粘土 木炭〇 地山〇
2 b 2 aと同質木炭〇 地山〇

S1'135 I-5 （円形） 22 22 15 SEl22ー ）SPI35

S1'136 I-4 杓円形 24 20 9 1 灰色粘士＋黒灰色粘土木炭〇 地山0
SPl37 K-3 円形 22 20 l4 1 暗褐色粘土木炭〇 地山0

2 灰色粘土＋暗褐色粘土 地山〇

SPJ 38 K-3 円形 18 18 5 1 II音褐色粘士 木炭〇 地山〇

SP 139 K-3 円形 28 26 22 1 黒灰色粘土 地山△ 柱痕
2 11音緑灰色粘土 地山◎

SP 1'12 K-3 円形 24 22 29 1 II音緑灰色粘土 木炭△ 地山◎
2 II音灰色粘土 木炭△ 地山△

SP143 K-3 円形 19 18 20 1 暗褐色粘土 地山△

SP 1 44 k-3 円形 24 20 15 1 褐灰色粘土
2 黒灰色粘土

SP145 K-3 円形 32 28 20 1 灰色粘土地山〇

2 黒灰色粘土 地山〇

SP146 K-2 円形 26 26 26 1 暗褐色粘土＋灰色粘土木炭〇 地山〇

2 11音灰色粘土木炭〇 地山0
SPL47 K-2 円形 26 24 7 1 暗灰色粘土木炭〇 地山0
SP148 K-2 SBI 円形 30 30 29 1 暗褐色粘土木炭〇 地山0

2 暗褐色粘土＋灰色粘土 木炭〇 地山0
3 黒灰色粘土 地山〇

SP149 K-2 S131 円形 30 29 32 1 暗褐色粘土木炭〇 土器小片

SP150 K-2 円形 26 26 7 1 暗褐色粘土木炭0
SP15l K-1 楕円形 32 24 19 1 暗灰色粘土木炭0

2 a 灰色粘土木炭〇 地山0
2 b 2 aと同質木炭〇 地l」」0

SP152 K-1 円形 32 30 28 1 11音灰色粘土木炭0 柱痕
2 11音灰色粘土＋灰色粘土木炭〇 地山〇
3 2と同質木炭〇 地山0

SP155 J-2 円形 20 20 5 l 黒灰色粘土

2 暗緑灰色粘土 地山◎

SP!56 K-1 円形 22 21 12 1 II音灰色粘士＋灰色粘土 木炭〇 地山0
2 灰色粘士木炭〇 地山〇

SP157 J-l （円形） 25 1 黒灰色粘土

SK158 J-1 楕円形 92 78 25地山ブロック 主体 土器小片、珠洲甕底

S1'159 J-l Sl31 円形 28 24 7 1 灰色粘土地山△ 建物柱穴

SP160 J-1 SBl 楕円形 32 28 23 1 暗灰色粘土＋灰色粘土木炭〇 地山〇 建物柱穴
2 暗灰色粘土木炭〇

SP161 J-1 円形 28 22 II 1 暗灰色粘土＋灰色粘土地山0
SP162 J-1 円形 20 18 16 1 暗褐色粘土木炭〇

SP163 J-1 楕円形 24 18 6 1 灰黄色粘土 地山△

S1'164 J-1 円形 16 l6 12 1 黒褐色粘土木炭△

SP165 J-1 SBl 円形 20 20 5 1 黒灰色粘土 地山△ 建物柱穴

Pl66 J-1 SBI 楕円形 20 14 2 1 黒灰色粘土 地山△ 建物柱穴

SP167 J-1 円形 30 28 15 1 灰掲色 （柱痕）
2 灰褐色＋青灰色

SP168 J-1 楕円形 20 16 17 1 黒灰色粘土

2 II音緑灰色粘土 地山◎

SPl69 J-1 SB! 楕円形 24 l 9 17 1 黒灰色粘土 木炭△ 地山△ 建物柱穴
2 緑灰色粘土 地山◎

SPl70 J-1 円形 l8 1 6 17 1 黒灰色粘土

SP17l J-1 SBL 楕円形 32 26 31 1 黒灰色粘土 木炭△ 建物柱穴

SE174 J-1 （円形） 80 56 100 土器小片、 須恵器長頸瓶、棒 SP175→SD57→SE174

状木製品

SP175 J-1 円形 30 30 21 1 11音灰色粘土 木炭〇 土器小片 柱痕 S1'175→S057 

2 a 灰色粘土＋暗灰色粘土 地山0
2 b 2 aと同質 地山〇

SPl78 J-l 円形 32 28 l0 1 灰色粘土地山△

SP179 J-1 円形 25 24 11 l 黒灰色粘土木炭△ 地山△ 柱痕
2 暗緑灰色粘土地山◎

SP180 J-1 円形 18 lS 4 1 黒灰色粘土 地山△ 柱痕
2 11音緑灰色粘土 地山◎
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遺構No. 位置 建物 平面形 長径 短径 深度 覆土 出土遺物 備考

S P l 8 1 J-l 円形 24 22 19 l 灰色粘土 木 炭 △ 地山〇

2 黒灰色粘土 地山△

S1'182 J-1 円形 22 19 11 1 II音灰色粘土 木炭△ 地山△

S1'183 J-1 円形 22 20 9 1 黒灰色粘土＋青灰色粘土 地山〇

SP184 J-1 SA6 円形 24 23 4 1 黒灰色粘土木炭△ 柵柱穴

2 緑灰色粘土 地山◎

SP185 J-1 円形 24 18 18 1 黒灰色粘 土地山〇

2 暗緑灰色 粘土地山◎

SPl86 J-1 SBI 円形 23 23 8 1 黒褐色粘土 建物柱穴

SPISS K-2 SB! 円形 24 19 I J 1 黒褐色粘土木炭△ 地山△ 建物柱穴

S1'189 J-2 SA6 円形 24 19 10 l 黒灰色粘土 柵柱穴

2 緑灰色粘土 地山◎

3 黒灰色粘士

SPl90 J-2 円形 26 24 14 1 黒灰色粘士木炭△ 土器小片

SPl91 J-2 円形 22 20 13 1 黒灰色粘土木炭△ 地山〇

2 II音緑灰色粘土 地山◎

SP!92 J-2 SBl 杓円形 38 26 9 1 a 黒灰色粘土 地山〇 建物柱穴

1 b 黒灰色粘土 地山△

S1'193 J-1 円形 20 20 4 1 黒灰色粘土 地山△

SP194 J-2 円形 24 24 11 1 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 地山〇

SPl95 J-2 円形 22 22 10 1 黒灰色粘土 地山〇

SPl96 J-2 隅丸方形 24 24 21 1 暗灰色粘土地山〇 土器小片

2 黒灰色粘土木炭△

3 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 地山〇

S1'197 J-2 S131 円形 29 24 14 1 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 木炭△ 地山〇 建物柱穴

2 黒灰色粘土 地山△

S1'199 J-2 円形 20 18 6 1 黒灰色粘土 地山〇

S1'200 J-2 SBJ 楕円形 28 22 11 1 II音灰色粘土 地山〇 建物柱穴

2 黒灰色粘土木炭△

SP201 J-1 ・2 4令円形 23 18 19 1 黒灰色粘土 地山△ 土器小片

2 緑灰色粘土 地山◎

SK202 J-1 ・ 2 r.[1形 66 60 24 1 a 黒灰色粘土＋緑灰色粘土木炭△ 地山〇 土器小片、小型鉄滓 ・焼土小

1 b 黒灰色粘土＋緑灰色粘土木炭△ 地山◎ 片

地山ブロック主体

S1'203 J-1 円形 14 12 16 1 黒灰色粘土 土器小片

SP204 J-1 円形 22 18 7 1 黒灰色粘土 地山〇

SP205 J-1 円形 26 26 15 1 黒灰色粘土木炭△ 地山〇

2 黒灰色粘土 地山△

3 黒灰色粘士 地山〇

SP206 J-1 SBJ 円形 30 28 17 1. a 黒灰色粘土木炭△ 地山△ 建物柱穴

1 b 黒灰色粘土木炭△ 地山△

SP207 J-1 円形 20 17 20 l 黒灰色粘土＋緑灰色粘土 地山〇

SP208 J-1 円形 26 26 10 1 暗緑灰色 粘土地山◎

SP209 J-1 円形 28 24 14 1 黒灰色粘土 地山△

2 暗灰色粘土地山〇

3 緑灰色粘土木炭△ 地山◎

SE210 J-1 円形 58 56 65 土器JIil、珠洲片口小片

SP211 J-2 円形 26 20 20 1 II秤灰褐色粘土 地山0

2 暗褐色粘土

SP212 J-3 円形 20 16 9 1 黒灰色粘土 地山△ SP213→SP212 

SP213 J-3 SA6 杓円形 30 24 10 2 II音灰色粘土 木炭△ 地山〇 .hIIH主グ¥ SP213→SP212 

S1'214 J-2 円形 24 22 IO 1 黒灰色粘 土木炭△ 地山〇

SP216 J-2 円形 14 14 9 1 暗灰色粘土 木炭△

2 暗緑灰色粘土地山◎

S1'217 J-1 SBl 円形 24 22 22 1 黒灰色粘 土木炭△ 柱痕建物柱穴

2 暗灰色粘 土木炭△

SE218 J-1 （不正形） 87 62 1 暗灰色粘 土木炭△ 礫
2 a 灰色粘土木炭△ 地山〇

2 b 灰色粘土木炭△

3 黒灰色粘 土木炭△

S1'219 J-2 円形 18 13 6 1 灰黄褐色粘土 地山△

S1'220 J-2 Sl3l 円形 26 24 23 1 灰黄色粘土 地山〇 建物柱穴

SP221 J-2 SBI 円形 24 20 14 1 灰色粘土木炭△ 建物柱穴

SE222 I-2 （円）f多） 92 77 1 灰色粘土 地山〇 土器小片、須忠器甕体部

2 暗灰色粘土地山△

3 暗灰色粘土＋青灰色粘土 地山〇

4 暗灰色粘土

5 暗灰色粘土

S1'223 IIJ-5 円形 22 17 9 1 灰色粘士 地山〇

SD226 溝 1278 185 土器」ll|．小片 ・小片、珠洲｝ilこl

VI体、越前、近批陶器、小型

鉄滓、クルミ

SK228a f'-1 不明 242 土器小片、珠洲疵体 ・片口 SK228 b→SK228a→SK249 

IV、近世、 染付

SK228b F-1 不明 II 土器」Ill・ 小片 SD57→SK228 b→SK288a 

SD236 F-1 描 1769 58 19 1 灰色粘土地山△ 土器小片、小型鉄滓 ・炭化部 S1'237→SD236

G-2 2 黒灰色粘土木炭〇 地山△ 材

3 II韻緑灰色粘土 地山◎

SP237 G-2 杓円形 53 ,10 39 l 黒灰色粘土木炭△ 近枇陶器椛 SP237→SD236 

2 暗灰色粘土木炭△ 地山△

3 暗灰色粘土＋緑灰色粘土 地山0

S1'238 G-2 円形 25 23 10 1 黒灰色粘土 地山△

S1'240 G-2 SA7 円）［多 24 2,1 l 7 1 黒灰色粘土 柵柱穴

SP241 G-2 円形 34 38 18 2 黒灰色粘土木炭△ 地l」.I△ SP241→SP242 

SP242 G-2 杓円）［多 ,10 30 31 1 黒灰色粘土木炭△ 地1110 S1'241→SP242 
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遺構No. 位置 建物 平面形 長径 短径 深度 覆土 出土遺物 備考

SP243 G-2 円形 44 43 29 1 黒灰色粘土木炭△ 柱痕

2 緑灰色粘土 地山◎

SP244 H-2 円形 38 38 29 1 黒灰色粘士

SP245 H-2 円形 36 32 30 1 黒灰色粘土木炭△ 柱痕

2 緑灰色粘土 地山◎

SP246 1-1-2 SA7 円形 26 22 16 1 黒灰色粘土 柵柱穴

SP247 F-2 楕円形 50 23 4 1 暗灰色粘士木炭△ 地山△

SK248 F-2 杓円｝［多 72 60 6 1 暗灰色粘土木炭〇 地山△

SK249 F-1 不定形 90 60 15 染付、小型鉄滓

SK253 Hl-1 (P1 -) ［多） 112 80 51 樹皮 SK253→S057 

SK255 F-1 楕円形 58 33 21 1 11音灰土 SD57→SK255 

SP257 F-4 （円形） 29 18 9 1 灰色粘土＋青灰色粘土 地山△

SP260 f<-5 SA8 楕円形 34 28 28 1 灰色粘土 柵柱穴 SP260→SP261 

SP261 F-5 楕円形 28 20 28 1 灰褐色粘土（柱痕） SP260→SP26l 

2 灰褐色粘土＋青灰色粘土 地山△

SK262 F-5 SA8 円形 40 38 18 1 灰色粘土＋青灰色粘土 地山〇 近 世陶器極小片 柵柱穴 SK263→SK262 

SP263 F-5 円形 32 26 20 1 灰色粘土 SK263→SK262 

SP264 F-5 円形 28 26 18 1 灰褐色粘土 地山△ （柱痕）

2 灰褐色粘土＋青灰色粘土 地山〇

SD265 F-5 ii1,i: 30 20 3 1 灰色粘土

SP266 F-5 SJ¥8 円形 32 29 13 1 灰掲色粘土 地山△ クルミ 柵柱穴 SP267→S1'266 

SD267 F-5 滞 67 38 4 1 灰色粘土 S1'267→S1'266 

S0268 F-5 溝 50 4 1 灰色粘土

SK272 F-2 楕円形 94 78 11 1 灰褐色粘土 土師器 SK273→SK272 

2 灰色粘土 地山△

SK273 f'-2 楕円形 114 96 5 1 灰色粘土 地山△ 土師器か SK273→SK272 

SK275 F-2 楕円形 78 65 4 1 灰褐色 粘 土 木 炭△ 地山△ 土器小片

SP276 F-4 円形 26 24 15 1 11音褐色粘土

2 暗褐色粘土＋青灰色粘土 地山△

SD277 E D- 円形滞 100 35 土器l||l• 小片、 須恵器、種子 SX l→SX277
2 4 

SP279 F-2 SA7 円形 16 16 12 1 黒灰色粘士 柵柱穴

SP280 F-2 円形 26 26 24 1 暗緑灰色粘土 木炭△ 地山◎

2 黒灰色粘土木炭△ 地山〇

SE282 DI-I 円形 74 68 116 1 灰色粘土木炭〇 地山0 越中瀬戸鉢、近世甕、クル

2 灰色粘土木炭〇 ミ、部材、枝、粉挽臼、世lみ
3 黒灰色粘土木炭△ 地山△ 石、砥石、礫、編み物

SK283 D-1 (|＼閲丸方形） 45 土師器、小型鉄滓

sx2s11 01-1 不正形 0追構面鍛冶関連辿物集中区 焼土粒、鍛冶滓 鍛冶辿梢周緑

SPKl S83 10 建物柱穴

SPK2 

SPK3 Sl33 14 建物柱穴

SPK4 SB5 lO 建物柱穴

SPK5 SB5 5 建物柱穴

SPK6 SA3 柵柱穴

SPK7 IL 

SPK8 ， 
SPK9 SB5 17 建物柱穴

SPKIO 10 

SPKl l II 

SPK12 15 

SPK13 IO 

SPK14 11 

SPK15 10 

辿構の規模の単位はcm。毅土の混入物の批は記号で記している。△少批、 0普通、 ◎多試である。

別表2 関町造跡掘立柱建物・柵一覧表

建物柵 柱穴 (SP) 規模 (m) 方位 備考 遣物

149 148 

S81 
160 159 185 192 188 7 565 

西 30 両面廂
SP149 土器小片

166 165 206 200 197 5 884 総柱

171 169 217 221 220 

8 10 
3 383 

S82 21 
2 131 

東12°

23 

Kl 15 

S83 
K3 4 698 

東80
34 2 936 

31 

43 

SB4 
4 716 

西 30
3 999 

48 45 51 

37 K4 K5 

S85 
6 151 東80
4 023 

61 62 K9 

SAi 19 30 5 684 東30 東西方向

SA2 18 20 6 714 東10 東西方向

SA3 66 K6 74 6 507 西60 東西方向 SP66 部材

SA4 83 108 115 5 400 東50

SA5 84 101 106 116 5 735 東14° SP106 部材

SA6 184 189 213 4 684 東go 東西方向

SA7 240 246 279 3 953 西70

SA8 260 262 266 5 402 東40 東西方向 SP262 近世 ．SP266 クル ミ

方位は真北からの偏差を表す。

-34-



別表 3 関町追跡造物観察表

No. 種類 器種 追構No． 地点 ロ径 底径器高残存 色調 胎土 焼成 備考

1 土器 皿B S057 OP-1 10 8 3/36 浅黄橙 精良 ・密 良 ロ縁部小片。調整丁寧。

土器 皿B SD57 0-1 12 2 8/36 浅黄橙 小礫やや多 やや軟 ロ縁部内外面の一部に煤。

土器 皿B SD57 0-1 13 4 7 2 2 8 25/36 浅黄橙 小礫多 ・やや粗 やや軟 ほぼ完形。器面摩耗。付着物なし。

4 土器 皿D SD57 OP-1 12 4 4/36 灰白
やや大きめの礫 ． やや軟
砂粒細かい

ロ縁から底部小片。器面摩耗。

土器 皿D SD57 OP-1 10 8 2 8 2/36 浅黄橙 赤礫 ・密 良 ロ縁から底部小片。器面調整痕顕著。

土器 皿Hl SD57 OP-1 12 0 2 7 2/36 灰白 赤粒 やや軟 ロ縁部から底部小片。器面摩耗。

7 土器 皿E SD57 0-1 10 8 5/36 浅黄 精良 普通 ロ縁部から体部上位小片。器国摩耗少ない。

8 珠洲 片口鉢 SD57 OP-1 暗灰 やや粗い ・骨 ・長 還 ・硬 注口部脇の小片。焼きが甘く 、外面のみ燻される。

， 珠洲 壷 SD57 0-1 暗灰 骨 • 長 ・ 密 ・ 精良 還 ・硬 肩部と体部に櫛描波状文。下端に叩き目あり 。

10 陶器 皿 SD57 OP-1 5 4 赤褐色／暗褐色 良 混入品か。越中瀬戸、 17世紀。回転糸切り 。

土器 3 0 14/36 浅黄橙
大きめの礫 ・雲 ・ 全体の1/3強迪存。調整痕良好に残存。外底面に櫛

11 皿D SD57 J-1 11 8 やや粗 良 歯状の圧痕。

12 土器 皿D SD57 K-1 10 4 2 7 3/36 にぶい黄橙 精良 ・チャ ・赤粒 やや軟 ロ縁部から底部小片。内面黒色のヨゴレ。

13 土器 皿D S057 K-1 10 6 にぶい橙 赤粒多い やや軟 ロ縁部から底部小片。明るい橙色。

14 土器 皿E SD57 J-1 11 4 2/36 浅黄橙 粗 やや軟 ロ縁部小片。器面摩耗。内面に黒色のヨゴレ付着。

15 土器 皿E SD57 K-1 12 0 にぶい橙 粗 ・赤粒少量 やや軟 ロ縁部から底部小片。器面摩耗。橙色。

16 土器 皿E SD57 J-1 11 0 2 7 4/36 浅黄橙
赤粒や礫あるが少 やや軟 ロ縁部から底部破片。内底面に黒色のヨゴレ。外面

量 やや摩耗。

17 土器 皿E SD57 I-1 11 4 5/36 にぶい橙 赤色粒多い 軟質
1/3程度残存。内外面摩耗。薄い橙色。赤色粒多

vヽ゚
18 土器 皿E S057 J-1 11 4 3/36 灰白 精良 良 ロ縁部小片。

19 土器 皿E SD57 K-1 13 0 1/36 浅黄橙 礫多 ・粗 良 ロ縁部小片。歪み大きい。礫目立つ。

20 土器 皿E SD57 J-1 13 0 5/36 にぶい黄橙 粗英 やや軟 ロ縁部破片。外面に薄く煤。

21 土器 皿Gl SD57 J-1 11 6 3/36 浅黄橙 粘質 ・精良 やや軟 ロ縁部小片。 口縁端部内面薄くヨゴレ。器面摩耗。

22 土器 皿Gl SD57 J-1 12 0 1/36 浅黄橙 気泡多 ・礫 良 ロ縁部から底部小片。内面全面に煤。外面摩耗。

23 土器 皿Gl SD57 K-1 11 6 2/36 浅黄橙 礫多い 軟質 ロ縁部破片。内底面付近に煤。外面摩耗。

24 土器 皿Gl S057 K-1 12 2 2/36 にぶい橙 気泡多 やや軟 ロ縁部小片。内外面摩耗。橙色。

25 土器 皿Gl S057 J-1 12 0 1/36 浅黄橙 長 軟質 ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。沈線。

26 土器 皿Gl SD57 J-1 11 4 5/36 浅黄橙 軟質礫 やや軟 ロ縁部小片。内外面摩耗。

27 土器 皿Gl SD57 J-1 12 4 4/36 灰白 軟質 ロ縁部破片。内外面摩耗。 口縁部下位の沈線深い。

28 土器 皿Gl SD57 I-1 12 2 2 4 3/36 灰白 粗 やや軟 ロ縁部破片。 口縁部下位の沈線粗雑。 口縁部摩耗。

29 土器 皿Gl S057 K-1 11 6 2/36 橙 赤粒 良 ロ縁部小片。橙色。内外面摩耗。

30 土器 皿Gl SD57 J-1 13 0 4/36 にぶい橙 ニ芸エ 軟質 ロ縁部小片。内外面摩耗。 口縁部外面煤。

31 土器 皿Gl SD57 J-1 12 6 5/36 にぶい橙 良 ロ縁部破片。内外面摩耗。橙色。

32 土器 皿Gl SD57 J-1 11 4 9 0 2 7 9/36 にぶい橙 赤粒礫 やや軟 ロ縁部破片。 口緑部外面に薄く煤。橙色。

33 土器 皿G2 S057 I-1 11 8 6/36 にぶい橙 やや軟
ロ縁部破片。内外面強く摩耗。内面にヨゴレ。橙

色。

34 土器 皿G2 SD57 I-1 12 0 2/36 浅黄橙 礫 ・英 やや軟 ロ縁部小片。内外面摩耗。

35 土器 皿Hl SD57 J-1 12 0 7 0 3 1 1/36 浅黄橙 赤粒 ・やや粗 やや軟 ロ縁部から底部小片。

36 土器 皿Hl SD57 J-1 11 6 4/36 にぶい黄橙 粗 ．礫 ・雲 やや軟 ロ緑部から底部破片。内外面摩耗。外面薄く煤。

37 土器 皿Hl SD57 I-1 12 0 8 8 2 8 3/36 にぶい黄橙 チャ やや軟 ロ縁部から底部破片。外面摩耗。内外面ヨゴレ。

38 土器 皿Hl SD57 J-1 12 4 2/36 にぶい黄橙 赤礫 ・粗 軟質 ロ縁部から底部小片。内外面摩耗。礫多い。

39 土器 皿Hl SD57 J-1 13 0 6 2 3 4 12/36 にぶい橙 赤粒 ・チャ ・粗 軟質
1/2程度残存。内外面摩耗。薄い橙色。内面一部被

熟。

40 土器 皿Hl S057 I-1 11 6 9 2 3 0 3/36 にぶい橙 礫 軟質 ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。薄い橙色。

41 土器 皿H2 SD57 J-1 11 8 5 0 3 4 8/36 橙 赤粒 軟質 1/4残存。内外面摩耗。橙色。

42 土器 皿H2 SD57 I-1 11 0 3 4 11/36 にぶい橙 チャ やや軟 1/4強残存。内外面摩耗。薄い橙色。

43 土器 皿H2 SD57 J-1 11 8 4/36 にぶい黄褐 長 良 ロ縁部小片。内外面煤により褐色。

44 土器 皿H2 SD57 J-1 12 2 3/36 橙 長 良 ロ縁部小片。摩滅なし。橙色。

45 土器 皿H2 SD57 K-1 12 4 2/36 にぶい黄橙 赤粒 やや軟 ロ縁部小片。内外面摩耗。

46 土器 皿H2 SD57 I-1 12 0 2 5 3/36 にぶい黄橙 やや軟 ロ縁部から底部小片。内面全面に煤。内外面摩耗。

47 土器 皿H2 S057 I-1 12 2 3/36 にぶい橙 やや軟 ロ縁部小片。内外面摩耗。

48 土器 皿H2 S057 I-1 13 2 2 6 7 /36 にぶい黄橙 チャ 良 ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。

49 土器 皿H2 SD57 J-1 12 6 4/36 浅黄橙 良 ロ縁部破片。内外面煤。

50 土器 皿H2 S057 I-1 12 2 2 9 4/36 にぶい黄橙 赤粒 軟質 ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。内面ヨゴレ。

51 土器 小皿B2 SD57 J-1 8 6 1/36 にぶい橙 赤粒 軟質 ロ縁部から底部小片。内外面摩耗。

52 土器 小皿c SD57 J-1 8 2 4 8 1 2 4/36 橙 良 ロ縁部小片。橙色。

53 土器 小皿D SD57 J-1 7 8 4 2 1 7 12/36 にぶい褐 良 1/3残存。

54 土器 小皿D S057 J-1 8 0 6 0 1 5 36/36 浅黄橙 完形。歪み大きい。薄い橙色。内外面摩耗。

55 珠洲 片口鉢 SD57 J-1 24 0 2/36 灰 ガサ ・黒色吹出 還硬 極小片。

珠洲 片口鉢 SD57 I-1 26 0 6/36 灰
精良 ・骨 少 黒 色 幅29cml2目の卸目を深く刻む。8条か。 口縁端部や

56 吹き出し微小 還 ・硬 や外傾。

57 珠洲 片口鉢 SD57 J-1 10 4 にぶい黄橙 骨 ・ザラ や還不硬良や 外底面にハケ状工具痕。

58 珠洲 片口鉢（底） SD57 I-1 11 6 灰 ガサ ・骨・礫 還 ・硬 静止糸切り 。

59 珠洲 甕 SD57 r-1 46 0 3/36 灰白 A 目 還硬 3cluに10目、間隔広い叩き目。

60 珠洲 甕 SD57 J-1 灰 砂チ粒ャ細かい・骨 ・ 軟還 ・やや 田期。 口径40cm前後。

61 珠洲 壷T SD57 J-1 灰白 サフ 還 ・硬 肩部破片。器面やや摩耗。

62 珠洲 甕体部 SD57 I-1 灰白 ザラ ・ 骨 • 長 還 ・硬 3c01に10目の叩き目。

63 珠洲 甕体部 S057 K-1 灰 ザラ ・黒色吹出 還硬
3cmに12目の叩き目を細密に行う 。内面アバタ状剥

離。

64 珠洲 甕体部 SD57 K-1 灰 黒色吹出 還硬 3cmに11目の叩き目。角度浅い綾杉状 目は鋭い。

65 白磁 碗1X類 SD57 J-1 15 0 白／無色 精良 良 13世紀後半。 口縁部破片。

66 土器 皿c SD57 G-1 11 0 2/36 灰白 粘質 軟質 ロ縁部小片。内外面摩耗。 口縁部下位深い沈線。

67 土器 皿E SD57 G-1 12 0 2/36 灰白 礫 良 ロ縁部小片。外面摩耗。
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68 土器 皿Gl SD57 G-1 12 2 7/36 にぶい橙 赤粒 ・チャ やや軟 ロ縁部破片。内外面摩耗。薄い橙色。

69 土器 皿H2 SD57 F-1 10 8 2 8 6/36 橙 砂質 良 ロ縁部破片。砂質租い。内外面摩耗。

70 土器 皿Hl SD57 Fl-1 12 0 3 1 28/36 浅黄橙
赤粒 ・チャ ・大

普通 ほぼ完形。砂質粗い。内外面摩耗。
礫 ・小礫多

71 土器 皿Hl SD57 G-1 12 0 3 0 3/36 浅黄橙 やや粗 やや軟
ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。内外面に煤、外

底面特に強い。

72 土器 皿H2 SD57 F-1 11 8 2 6 2/36 浅黄橙 精良 良 ロ縁部から底部破片。摩耗少ない。薄手。

73 珠洲 片口鉢 SD57 G-1 25 0 2/36 暗灰 サラ 還 ・硬 ロ縁部小片。薄く自然釉。

74 珠洲 片口鉢体部 SD57 F-1 暗灰 ザラ ・骨 還硬 体部破片。 6目の波状卸目。

75 珠洲 甕体部 SD57 G-1 灰
ザラ ・骨 ・黒色吹 還 ・硬
出

体部破片。幅 3Clllに10目の叩き 目、浅い。

76 土器 皿Gl SD277 E-3 11 0 2/36 浅黄橙 やや軟 ロ縁部から体部破片。内外面摩耗。

77 土器 皿H2 SE77 上層 12 6 6/36 にぶい橙 トロ やや軟 ロ縁部から体部破片。内外面摩耗。橙色。

78 木製品 曲物底板 SE77 黒色層 34 2 6 1 0 6 円形底板の一部。樹皮残る。

79 木製品 板状 SE77 下層 27 0 8 0 0 8 方形板状。

80 珠洲 片口鉢 SE65 20 2 12 4 9 4 3/36 灰 ザラ・骨 ・黒色吹 還 ・硬 ロ縁部から底部破片。 口縁端部内屈。卸目なし。底

出 部静止糸切り 。内面摩滅認め られない。

81 木製品 下駄 SE65 23 9 11 0 4 2 ー木造り 。

82 木製品 木簡 SE65 16 2 3 I O 3 「＊蘇民将来子口」

83 木製品 板状 SE65 17 1 3 1 0 4 下端尖る。表面やや膨らむ。

84 木製品 板状 SE65 74 0 l 3 2 2 断面正方形。

85 土器 皿Gl SE122 下層 11 6 2 6 3/36 にぶい橙 赤粒 やや軟 ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。

86 土器 皿D SE122 上層 11 6 2 3 3/36 浅黄橙 良
ロ縁部から底部破片。内面全面に強く煤。外面やや

庶耗。

87 土器 皿D SE122 上層 12 2 3/36 浅黄橙 骨 ・雲 良
ロ縁部から底部破片。外底面に黒斑。内外面やや摩

耗。

88 土器 皿Hl SE210 12 2 5 4 3 1 にぶい黄橙
赤粒 ・チャ ・やや 1/2強残存。内面やや摩耗。外底面外周に煤付く 。
砂質 やや軟 内面薄くヨゴレ。

89 土器 皿D SD38 11 6 7 8 3 6 5/36 浅黄橙 精良 良
ロ縁部から底部小片。内外面摩耗。外面一部に薄く

ョコゞ レ゚

90 土器 小皿B2 SK52 8 2 6 0 1 6 28/36 浅黄橙 毎-L  良
ロ縁部一部欠損。外面やや強く摩耗、内面摩耗少な

い。内面に薄く墨痕。

91 土器 小皿Bl SK64 9 0 3/36 浅黄橙 良 ロ縁部小片。摩耗少ない。

92 土器 皿c SK79 12 2 灰白 精良 やや軟 ロ緑部小片。内外面摩耗。

93 土器 小皿A2 SK79 8 2 6 0 1 1 10/36 にぶい褐 砂質 ・チャ ・英 やや軟
ロ緑部から底部破片。1/4残存。砂質粗い。内底面

やや摩耗。

94 土器 小皿D SK79 8 4 5 9 I O 6/36 浅黄橙 やや砂質 良 ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。

95 土器 小皿B2 SK79 8 6 8/36 にぶい黄橙 チャ 良 1/6残存。砂質粗い。内外面摩耗。

96 珠洲 甕 SK96 10 8 灰白 やや砂質長海 還 ．軟 底部全周。内外面、破損面摩耗。内面一部被熟し、

綿骨針 ・チャ 煤付着。

97 木製品 板状 SK96 20 8 9 6 0 3 折敷底板か。

98 木製品 部材 SK20 11 5 6 4 4 9 斜めに穿孔。

99 珠洲 甕 SK158 17 0 灰白 やや粗 ・白色礫 ・ 還 ・硬 底部破片。3cmに7目の叩き目。内面灰赤色。被熱

長 し、内面に細かい亀裂。底部の1/2残存。

100 土器 皿B SXl V-25 13 2 3 2 浅黄橙 礫 • 長 良 ロ縁部わずかに欠損。摩耗ほぼなし。破片4点。

101 土器 皿c SXl 13 2 2 7 7 /36 浅黄橙 礫長 良 ロ縁部から底部破片。摩滅見られず。

102 土器 皿D SXl V-25 14 2 7/36 にぶい橙 毎＝ 良 ロ縁部から底部破片。摩耗少ない。橙色。

103 土器 皿D SXl V-25 13 4 4/36 にぶい橙 赤粒 • 長 良 ロ縁部小片。摩耗少ない。薄い橙色。

104 土器 皿E SXl V-25 14 0 2/36 にぶい黄橙 雲 良 ロ縁部小片。摩耗ほぼなし。

105 土器 皿E SXl 13 0 1/36 浅黄橙 軟質 ロ縁部から底部小片。内外面摩耗。

106 土器 皿Gl SXl V-25 13 2 5/36 にぶい黄橙 良 ロ縁部小片。内外面摩耗。

107 土器 皿Gl SXl V-25 13 2 2/36 にぶい橙 赤粒 軟質 ロ縁部小片。内外面摩耗。

108 土器 皿Gl SXl T-25 13 4 7/36 にぶい橙 英 良 ロ縁部破片。摩耗少ない。橙色。

109 土器 皿Gl SXl V-25 13 2 3 6 9/36 浅黄橙 チャ 良 ロ縁部から底部破片。内外面やや摩耗。

110 土器 皿Gl SXl V-25 13 0 3 3 4/36 にぶい黄橙 良
ロ縁部から底部破片。摩耗少ない。内外面薄くヨゴ

レ゚

111 土器 皿G2 SXl V-25 13 2 2 8 橙 骨 ・黒色吹出 良
ロ縁部から底部破片。外面橙色。摩耗少ない。器面

気泡多い。

112 土器 皿G2 SXl V-25 13 2 4/36 浅黄橙 良 ロ縁部小片。外底面に黒斑。摩耗少ない。

113 土器 皿G2 SXl V-25 13 2 3/36 浅黄橙 良 ロ縁部小片。内外面摩耗。

114 土器 皿G2 SXl V-25 13 0 2 8 灰黄 良 ロ縁部から底部小片。内外面やや摩耗。

115 土器 皿Hl SXl V-25 13 2 3 5 3/36 にぶい橙 精良 ・チャ ・雲 良 ロ縁部から底部破片。 口縁部に歪み。摩耗少ない。

116 土器 皿Hl SXI Y-25 12 4 2 9 8/36 にぶい橙 良 ロ緑部から底部破片。内外面摩耗。

117 土器 皿Hl SXI V-25 11 8 3 l 6/36 浅黄橙 良
ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。116と同一個体

か。

118 土器 皿Hl SXl V-25 12 0 10 2 3 3 9/36 橙 赤粒 ・砂質 軟質 1/2残存。砂質粗い。内外面摩耗。橙色。

119 土器 皿Hl SXl V-25 12 2 3 6 5/36 灰黄褐 黒色吹出 良 1/3残存。外面強く摩耗。底部中央凹む。

120 土器 皿Hl SXl V-25 11 4 3 1 7 /36 浅黄橙 雲 良 ロ縁部から底部破片。摩耗少ない。

121 土器 皿Hl SXl V-24 12 2 9 0 3 8 25/36 にぶい橙 雲 ・チャ 良
ロ緑部一部欠損。 口緑一部に煤とタール。摩耗やや

少ない。指頭痕顕著。外底面に棒状工具痕。橙色。

122 土器 皿Hl SXl V-25 11 4 2 9 5/36 にぶい黄橙 良 ロ縁部破片。内外面摩耗。

123 土器 皿Hl SXl V-25 12 6 7/36 にぶい橙 良 ロ縁部破片。内外面煤。橙色。

124 土器 皿Hl SXl V-25 12 4 3 4 3/36 にぶい橙 良 ロ縁部から底部破片。内外面やや摩耗。

125 土器 皿Hl SXl V-25 12 2 4/36 にぶい黄橙 良 ロ縁部小片。摩耗少ない。

126 土器 皿H2 SXl V-25 12 0 2 6 9/36 にぶい橙 赤粒 良 ロ縁部から底部破片。摩滅見られず。薄い橙色。

127 土器 皿H2 SXI V-25 11 6 3 0 9/36 橙 骨 ・黒色吹出 良
ロ縁部から底部破片。礫多く、外面橙色。器面亀裂

有り 。111と同一か。

128 土器 皿H2 SXl V-25 12 4 3 0 7/36 黄橙 黒色吹出 両 ロ緑部から底部破片。摩耗少ない。黄橙色。

129 土器 皿H2 SXl V-25 11 8 9 0 3 1 6/36 浅黄橙 良 ロ縁部から底部破片。摩耗少ない。

130 土器 皿H2 SXl V-25 12 2 4/36 浅黄 砂質 良
ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。内面に付着物有

り。

131 土器 皿H2 SXl V-25 13 6 2/36 にぶい黄橙 毎= 良 ロ縁部小片。内外面摩耗。薄い橙色。

132 土器 皿H2 SXl V-25 12 2 2 3 2/36 灰白 黒色吹出 ・チャ やや軟
ロ縁部から底部小片。内外面摩耗。内面に黒いヨゴ

レ゚
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133 土器 皿H2 SXl V-25 12 4 3/36 にぶい橙 良 ロ縁部小片。摩耗少ない。

134 土器 皿H2 SXl ¥1-25 11 8 にぶい橙 赤粒 ・やや粗 良 ロ縁部小片。薄い橙色。内外面摩耗。

135 土器 皿H2 SXI V-25 12 2 2 9 6/36 にぶい黄橙 良 ロ緑部から底部破片。内外面摩耗。底部中央凹む。

136 土器 皿凹み底 SXl V-25 にぶい橙 黒色吹出 良 底部破片。内外面やや摩耗。薄い橙色。

137 土器 皿凹み底 SXI V-25 浅黄橙 良 底部破片。摩耗少ない。

138 土器 小皿Al SXl ¥1-25 9 2 1 9 6/36 にぶい橙 良
ロ縁部から底部破片。外面体部から底部に煤。摩耗

少ない。

139 土器 小皿A2 SXI V-25 8 6 2 5 7 /36 にぶい褐
砂やや粗 ・チャ ・

赤粒やや多 良
ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。

140 土器 小皿D SXl V-24 7 8 1 6 橙 赤粒 良 ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。橙色。

141 土器 小皿D SXl V-25 7 8 2 1 28/36 にぶい橙 良
ロ縁部一部欠損。破片3点の接合。内外面摩耗。 橙

色。

142 土器 小皿D SXl V-25 7 4 I 8 にぶい橙 赤粒 良 ロ縁部小片。内面に煤。

143 珠洲 甕 SXl V-25 60 0 4/36 灰白 礫 ・トロ 還 ・硬 3cmに8目の叩き目、深い。内面アバタ状剥離少最

144 珠洲 甕体部 SXl V-25 灰白／外赤褐 トロ 還 ・硬 3c叫こ8目の叩き目、深い。143と同一か。

145 珠洲 甕体部 SXl V-25 灰 密 還 ・硬 3c叫こ9目の叩き目、 綾杉状。

146 珠洲 片口鉢 SXl V-25 12 0 灰 黒色吹出 ・密 還 ・硬
静止糸切り痕，底部破片半分残存。外底面中央に強

＜煤。

147 青磁 碗 SXl V-25 16 0 5/36 暗灰／オリーブ灰 密 良
ロ緑部破片。龍泉窯II類、鏑連弁。13世紀後半。内

面付着物有り 。

148 青磁 碗 SXl V-25 灰黄／オリープ黄 密 良
体部破片。龍泉窯 I類、劃花文。 12世紀後半～13世

紀初頭。付着物有り 。

149 青磁 碗 SXl V-25 5 2 灰オリーブ／暗灰 密 良
底部破片。龍泉窯 I類 (II類か）、印文「福」 。外

底面に墨痕。

150 木製品 舟形 SXl 

151 木製品 板状 SXI 11 9 6 0 1 8 丸太状の板。半赦。

152 木製品 部材 SXl V-25 8 3 6 4 3 6 

153 木製品 板状 SXl 5 3 2 7 0 3 付け札下端か

154 木製品 曲物底板 SXl 16 4 0 8 樹皮残る

155 木製品 箸 SXl 下層 9 4 0 8 0 4 

156 木製品 折敷底板 SXl 21 5 2 1 0 5 

157 木製品 折敷底板 SXl 腐植層 21 5 2 1 0 5 No.22と同一か

158 木製品 部材 SXl V-25 14 6 2 5 1 2 

159 木製品 板状 SXl 30 7 2 7 0 5 

160 木製品 板状 SXl 上層 25 6 3 8 0 5 端部一方尖る。

161 木製品 棒状 SXl 31 7 1 7 0 6 先端尖り気味。

162 木製品 棒状 SXl 38 1 1 7 1 3 先端部鍵状に屈曲

163 木製品 板状 SXl 40 3 4 5 0 9 木釘2個残存。

164 土器 皿A SK73 0-21 13 2 4/36 にぶい黄橙 礫砂質 やや軟
ロ縁部小片。内外面摩耗激 しい。内面に薄くヨゴ

レ゚

165 土器 皿F SK73 0-21 13 6 3 5 5/36 にぶい褐 英 ・気泡 やや軟
ロ縁部から底部破片。内面器表に気泡多い。内面や

や摩耗。外底面煤付着。

166 珠洲 片口鉢 SK73 0-21 24 0 暗灰 白礫 ・密 還 ・硬 注口部小片＋＼！203。薄手。端部尖り気味。

167 珠洲 片口鉢 SK73 0-21 32 0 暗灰 よFi 還 ・硬
ロ縁部から体部上半。5目の波状卸目。 口縁端部内

屈。摩耗ほぽなし。

168 白磁 碗 SK73 0-21 14 4 3/36 白／無色 密 良
ロ縁部小片。IV類。11世紀後半～12世紀前半以降。

ロ縁端部水平に外屈。外面体部下位露胎。

169 白磁 碗玉縁 SK73 0-21 16 4 白／無色 密 良 ロ縁部小片。IV類、玉縁。12世紀後半以降。

170 青磁 碗底部 SK73 0-21 灰白／淡緑 密 良
底部小片。龍泉窯 I類、片彫草花文か。12世紀後

半。外底面露胎。

171 土製品 土錘 SK73 0-21 5 4 3 I 1 5 橙 骨 ・礫少量 良 外径391lllll、内径9皿に復原。

172 漆器 皿 SK73 0-21 9 0 6 8 1 6 

173 土器 皿x SD226 14 0 7 4 2 0 12/36灰褐 赤粒多・骨 • 長 良
ロ縁部から底部1/3程度残存。器面橙色。赤色粒子

多い。

174 磁器 皿 SD226 G-2 4 8 加工円板。肥前IV期。

175 磁器 大皿 SD226 G-2 20 0 2/36 シ章）9|9|窯。16世紀末～17世紀前葉。

176 石製品 砥石 SD226 G-2 6 8 2 6 2 1 裏面剥離。

177 磁器 皿 SK249 10 0 肥前w期。

178 陶器 播鉢 SE282 27 0 4/36 にぶい橙／暗赤褐 礫多 良
幅32c11114目の卸目。越中瀬戸。17世紀中葉。 口縁

端部擦れ、口縁部内面アバタ状剥離。

179 粉挽臼 上臼 SE282 磨面の摩滅著 しい。

180 石製品 凹み石 SE282 16 9 13 4 9 5 凹み内、擦れ。裏面アバタ状剥離。

181 石製品 砥石 SE282 5 0 3 3 2 0 破損著しい。

182 陶器 播鉢 SK237 24 0 肥前。 17世紀中葉～後葉。

183 珠洲 片口鉢 SK228 26 0 灰
骨少 ・白色微粒

還 ・硬 ロ縁部小片。m~IV期。
子 ・長

184 陶器 鉢 SK228 4 8 内面重焼痕跡。肥前。 (I~) II期。

185 陶器 碗 SK228 10 2 志野。17世紀前葉。

186 磁器 皿 SK228a 13 2 5 2 4 0 2/36 肥前。 17世紀中葉～後葉。II-2期。初期伊万里。

187 磁器 皿 SK228a 13 4 2/36 肥前。17世紀中葉～後葉。II-2期。初期伊万里。

188 石製品 砥石 SK228a 3 6 2 1 0 4 板状砥石

189 土器 皿A 包含層 P-20 12 6 6 2 3 0 3/36 浅黄橙 軟質 ロ縁部破片。内外面摩耗。外面薄く煤。

190 土器 皿D 包含層 T-21 11 6 4/36 浅黄橙 赤粒少 軟質 ロ縁部破片。内外面摩耗。

191 土器 皿F 包含層 P-20 11 0 6/36 灰白 気泡 軟質 ロ縁部破片。気泡多い。内外面摩耗。

192 土器 皿Gl 包含層 P-20 12 4 3 0 31/36灰白 砂質 やや軟
ロ縁部一部欠損。内外面摩耗。内面に薄くヨゴレ、

墨痕か。

193 土器 皿Gl 包含層 P-20 13 2 2/36 灰白 砂質 やや軟 ロ縁部破片。内外面摩耗。

194 土器 皿GI 包含層 P-20 13 0 8/36 灰白 砂質 軟質 ロ縁部破片。内外面摩耗。

195 土器 皿Gl 包含層 V-21 13 0 4/36 浅黄橙 礫多 良 ロ縁部破片。内外面摩耗。橙色。

196 土器 皿GI 包含層 P-20 12 2 2 9 4/36 にぶい橙 赤粒少 軟質 ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。薄い橙色。

197 土器 皿Gl 包含層 P-20 14 0 2 7 8/36 にぶい橙 赤粒 やや軟 ロ縁部小片。内外面摩耗。

198 土器 皿Hl 包含層 F-1 11 6 4/36 にぶい橙 赤粒少・雲 やや軟 ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。橙色。

199 土器 皿Hl 包含層 D-1 12 4 2/36 橙 粗 軟質 ロ縁部から底部破片。内外面摩耗。橙色。
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No. 種類 器種 遺構No. 地点 口径 底 径 器 高 残存 色調 胎土 焼成 備考

200 土器 小皿Al 包含層 Y-24 8 4 l 7 28/36 にぶい黄橙 赤粒少 やや軟
ロ縁部一部欠損。内外面摩耗。内面に付着物有り 。

薄い橙色。

201 土器 小皿x 包含層 U-23 8 2 4 4 1. 1 8/36 にぶい黄橙 精良 良 ロ縁部小片。 口縁端部付近に煤厚く付着。

202 珠洲 片口鉢 包含層 P-20 24 0 暗灰 長多い 還 ・硬 ロ縁部小片。III~IV期。

203 珠洲 壷 包含層 P-20 8 8 青灰 還 ・硬 底部破片。静止糸切り 。

204 珠洲 甕 包含層 E-4 灰 還 ・硬 ロ縁部小片。rn~W期。

205 荒器系 甕体部 包含層 R-21 灰 粗礫 良 体部破片。外面自然釉

206 白磁 碗 攪乱 4 2 底白／無色 密 良 底部破片。削りだし晶台。外面露胎。

207 磁器 碗 盛土 D-1 4 4 白／淡青色 良 底部破片。肥前。見込みに墨痕。

208 青磁 碗 盛土 s-21 17 8 
灰白／明オリープ 精良

灰
良 ロ縁部小片。外面連弁文

209 陶器 碗 包含層 G-3 5 0 被熱。肥前田期か。呉器手碗か。

210 陶器 碗 包含層 K-1 4 8 肥前I1期。

211 陶器 徳利 包含層 D1-3 肥前。

212 陶器 灯明器 盛土 Q-21 信楽。19世紀。

213 陶器 皿 包含層 E-4 12 0 2/36 肥前田期。

214 陶器 皿 包含層 D-2 4 2 胎土 目。肥前II期。

215 陶器 皿 包含層 G-3 5 4 肥前II期。

216 陶器 甕 排土 N-20 生産地等不明。

217 陶器 皿 包含層 I-2 4 0 越中瀬戸。17世紀。

218 陶器 広口壷 排土 9 0 9/36 褐灰色／暗褐色 やや粗 良 ロ縁部に付着物有り 。17世紀後半 (~18世紀前半）

219 磁器 皿 包含層 D-4 17 8 2/36 生産地等不明。肥前V期以降。

220 陶器 皿 包含層 Dl-3 8 0 灰釉陶器か

221 磁器 碗 包含層 I-2 12 0 2/36 

222 磁器 碗 包含層 D1-3 4 0 肥前IV期前半。加工円板。

223 磁器 灰入か 包含層 R-25 9 4 良 肥前か。18世紀前半か。

224 磁器 皿 包含層 G-1 5 2 肥前II-2器。初期伊万里。

225 磁器 碗 包含層 D-3 4 0 肥前V期。

226 磁器 碗 包含層 D-2 4 0 肥前III期。

227 磁器 鉢 包含層 F-1 4 2 肥前11期か。

228 磁器 小杯 包含層 J-1 7 0 2 9 3 4 18/36 「成化年製」 。肥前V期か。

229 須恵器 無台杯 SD57 D-1 13 3 2/36 灰 精良 還 ・硬 ロ縁部小片。小泊窯跡産か。

230 須恵器 有台杯 SD57 F-1 5 8 灰 長 還 ・硬 底部小片。内端接地。

231 須恵器 長頸瓶 SE174 中層 24 0 1/36 灰 長 還 ・硬 ロ縁部小片。

232 土師器 甕 SXl 12 6 3/36 にぶい褐 骨英 良 ロクロ成形。

233 須恵器
甕体部

S057 J-1 灰 長少量 還 ・硬
小泊。外面平行叩き目、内面同心円文当具。外面自

横瓶か 然釉。

234 須恵器
甕体部

S057 J-1 灰 黒色吹出少量 還 ・硬 外面平行叩き目、内面同心円文当具
横瓶か

235 古墳 高坪か S057 F-1 18 0 橙 やや粗 ・雲 やや軟 ロ縁部小片。

236 古墳 高坪脚柱部包含層 F-2 にぶい橙 礫 やや軟 中実脚。

237 古墳 晶坪脚柱部包含層 D-2 にぶい橙 砂質、長 軟質

238 古墳 粛坪 SD57 F-1 16 0 小片にぶい橙 粗 ．礫多 軟質 脚端部の小片。

239 弥生 甕 包含層 D-6 19 0 にぶい橙 小礫多赤粒 やや軟 擬凹線。

240 古墳 器台 S057 F-1 21 0 橙 粗 やや軟 脚部裾か。

法量の単位はcm。残存の分数は、口縁部の残存率を表す。
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図 版

1. ここには、遺跡全体及び遺構・

遺物に関する実測図と写真を納

める。図版番号は図面図版・写真

図版の通し番号となっている。

2. 図面図版には方位と縮尺を付し

た。方位は全て真北である。

3. 遺構写真の撮影方向は、遺構に

対しての概ねの方位である。

4. 写真図版のうち、出土遺物の縮

尺は統一していない。
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図版 2 遺構全体図 1
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遺構全体図 2 図版 3

＼ 

H1 

Hill 83 田 田 田 田

田 田 田 田 田 田

G 

田 圧l 田 田 田 田

F1 
I 『゚ ° û

◎ 田 田 紐--桓←ご巳9＇ V 田
田

出 。田

叡 I II ll ノノ

F 

田 田 田

E 

"-: rCJ 田 II 11 I 

" '11 ./I 、lク ー>—、 I [ ＼ 田 II 

田 田 田

D1 II I・¥ II 

田
I l I I ； 田 田 田 Ill 田 田 田 田

D 

田 田 田 田 田 Ill 

2 3 4 5 6 7 8 ， 

(1 250) 10m 



図版4 遺構全体図 3
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遺構全体図 4 固版 5
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図版 6 遺構全体図 5
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遺構全体図 6 図版 7
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図版 8 遺構全体図 7

◎
146 

⑨
155 

田
J-3 

133

◎

@
124 

4
 

-

4
 

1

-

H

H

 

田

田

◎
 

7
貪）
245

242

攣

A
 

40

認

c
 

2
 

2
 

印

237

田

虚

田

248 /̀ 

◎
144 

/
‘。娼
）45
~
 

田
Hl-3 

◎
244 

I----

131

◎
 

4
 

J
田

田
H1-4 



遺構全体図 8 図版 9
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図版10 遺構全体図 9
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遺構個別図 1 図版11
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図版12 遺構個別図 2

ロロ
OE

 
阿a

 

S D57 S D57 aセクション

S K73 

S D57 dセクション

S D57 dセクション

S D57 

S D57 Cセクション
l. 60_m, S D57 eセクション

c炉翌c二 e-0-
l. 60m 

-0  e' 

S K228 b 
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S D226 fセクション

f -0— 

一

S K228 a 

1 暗褐色粘土。地山土311111]のプロック含む。
2 暗褐色粘土。＼口3 :1音褐色粘土。 地山土 3mn粒状少批含む。

C-c 
I 
I S D-5 7 
I 1 黒灰色粘土と灰色粘士 3cmブロ ック。

炭化物 ・地山土含む。
2 黒灰色粘土と灰色粘士 1en]粒。

炭化物 ・地山土含む。

b-b' 

SD-57 

1 暗灰色粘土。炭化物1cm・地山土
3cmブロック含む。

3 暗灰色粘土。炭化物 3111111少祉 ・地山土
3 CIDプロック含む。

4 黒灰色粘土。炭化物3111111少饂 ・地山土
4 cmプロック含む。

SK-228b 

5 暗灰色粘土。地山土10cm以下プロック含む。
SD-57 

6 黒色粘土に灰色粘土混じる。炭化物3mm含む。
7 a 暗灰色粘土。地山土3cm以下ブロック少量含む。
7 b 灰色粘土。炭化物3mm少量 ・地山土

3cm以下ブロック少批含む。
8 黒灰色粘土。炭化物3111m少最 ・地山土

2 CIDプロック少戴含む。

S D57 bセクション

b-0--
I. 60m 
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S 1<249 S 0270 

1. 60m ， 
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I. 60m 
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e-e 
SD-57 Dセク ション
1 灰色粘土。炭化物 ・地山土含む。
2 暗灰色粘土。灰色粘土 1cm粒 ・地山土含む。
3 暗灰色粘土と灰色粘土。地山土含む。
f-f' 
SD-226 

1 黒灰色粘土。地山土5cn]以下プロック含む。
2 暗灰色粘土。

（平面図）
(1: 60) 3m 

（平面図）
(1 : 300) 15m 

（土層図）
(1 :40) 2m 
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S D119 aセクション

!Va-I 
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S D-3 
1 灰色粘土。炭化物 2mm少量、地山土 5111111粒

少最含む。
2 黒灰色粘土。炭化物 2mm少絋、地山土 2111111 

粒少最含む。

SD-38 
1 黒灰色粘土。地山土3cmブロック含む。

◇ 

S D277 

ヽ

SD-119 
1 黒灰色粘土。地山土5mmブロック少最含む。
2 黒灰色粘土。炭化物 5mm・地山土 1cm粒少温含む。
3 a 黒灰色粘土と緑灰色粘土。地山土3cmブロック含む。
3 b 黒灰色粘土と緑灰色粘士。地山土5cmプロック含む。
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SD-277 
1 暗灰色粘土。灰色粘士 3cmブロック含む。
2 黒灰色粘土。灰色粘土 3cmプロック ・炭化物含む。
3 黒灰色粘土。灰色粘土 1cmブロック ・炭化物含む。
4 灰色粘土。黒灰色粘土 1cmブロック含む。

（土層図． SD277) 
(1 :40) 2m 
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SK40a 
1 灰色粘土。炭化物 3mm少最・地山土 1cm粒含む。
2 黒灰色粘土。炭化物 3llllll少凪 ・地山土 1cm 

粒少量含む。
SK40b 
3 黒灰色粘土ブロックと緑灰色粘土ブロックの混合。
4 黒灰色粘土。地山土が層状に混入する。

5層との境界に微細な木片が多い。
5 黒灰色粘土。地山上少量含む。

SD-57 
2 暗褐色粘土。地山土 3IIInl粒少贔含む。
SE-58 
2 暗灰色粘土。炭化物 3mm粒少量 ・地l山土3111111粒

少品含む。
暗褐色粘土。地山土 3111m粒少量含む。
暗褐色粘士。地山土含む。
黒色腐植士。炭化物多醤含む。
黒褐色腐植土。炭化物多量含む。
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SE-65 
1 黒灰色粘土と灰色粘士。

炭化物 ・地山土5cmブロック含む。
2 黒灰色粘土と灰色粘土。

炭化物 ・地山土5mm粒含む。
3 黒灰色粘土と灰色粘土。

炭化物 ・地山上3cmブロック含む。
4 黒灰色粘士と灰色粘土。

炭化物 ・地山土5cmプロック含む。
SP-66 
1 黒灰色粘土と灰色粘士。地山土含む。

“
二
[

SP-135 
1 黒灰色粘土。
SE-122 
2 黒灰色粘土。炭化物 ・灰色粘土5cmプロック含む。
3 黒灰色粘土。炭化物多量 ・灰色粘士5cmプロック含む。
4 黒灰色粘土。炭化物・ 灰色粘土 3cmプロック含む。

ロ—a· 

SE-59 
1 黒褐色粘土。地山土多量含む。
2 黒褐色粘土。地山土含む。
3 黒褐色粘土。地山土プロック多贔含む。
4 黒褐色粘土。
5 黒褐色粘土。地山土少最含む。
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1. 40m ， 
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SE-98 
1 黒灰色粘士。炭化物3cm以下多最 ．灰色粘土2cmブロック含む。
2 黒灰色粘土。炭化物3cn]以下 ・灰色粘土2cmプロック含む。
3 黒灰色粘土。灰色粘士 3cmブロック含む。

SE-77 
1 灰色粘土。炭化物 5mm以下・地山士 5cmブロック含む。
2 暗灰色粘上。地山土 1cmブロック少塁含む。
3 黒灰色粘土。地山土 1cmプロック少批含む。
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SE-124 
1 黒灰色粘土と 5cm以下の灰色粘土ブロック。

炭化物 ・地山士含む。
2 黒色粘土と5cm以下の灰色粘土プロック。

地山土含む。
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a-0- ---0-a 
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SE-174 
1 a 暗灰色粘土と灰色粘土粒。橙色粒子多く含む。

炭化物 ・地山土含む。
1 b 暗灰色粘土と灰色粘土粒。炭化物 ・地山土含む。
1 C 暗灰色と灰色粘土粒。炭化物 ・地山土含む。

粘性やや強く、腐植物少磁含む。
2 暗灰色粘土と黒色腐植物多批。
3 暗灰色粘土。
4 灰色粘土。暗灰色のシミが入る。

SE-210 
1 暗灰色粘土。炭化物5mm・地山土1cm粒少砿含む。
2 黒灰色粘土。炭化物5111111少批 ・地山土10cm以下

プロック含む。
3 暗緑灰色粘士。黒灰色粘土多祉含む。

s k-2 7 
1 暗灰色粘土。炭化物小蘇、地山土5111111プロック含む。
2 a 黒灰色粘土。緑灰色地山土多批含む。
2 b 緑灰色粘土。黒灰色粘土がブロック状、

筋状に入る。

SK-52 
1 黒灰色と灰色の粘土。黒灰色が多い。

炭化物 3mm・地山土含む。
2 黒灰色と灰色の粘土。両者が交互に堆籾する。

地山土含む。
3 黒灰色と灰色の粘土。

SK-93 
1 黒灰色と灰色の粘土。地山土プロック含む。
2 黒灰色粘土。

SKp-96 

1 黒褐色粘土。
2 黒褐色粘土。地山土含む。
3 黒褐色粘土。地山土 5mmプロック含む。
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SK-110 
1 黒灰色粘土。炭化物0.5111111少品 ・地山土1cm粒少批含む。
2 暗灰色粘土と緑灰色粘土。炭化物0.5111111少五l.

地山土含む。
SP-109 
3 暗緑灰色粘土。炭化物0.5mm少最 ・地山土多品含む。

SK158 
1 黒灰色粘土。
2 a 暗緑灰色粘土。 炭化物小戯 • 黒灰色粘土4llllllプロック

多品含む。
2 b 暗緑灰色粘土。炭化物小飛 ・黒灰色粘土6cmプロック

多批含む。

SK-202 
1 a 黒灰色粘土と緑灰色粘土。炭化物lc111以下少批 ・

地山土含む。
1 b 緑灰色粘土と黒灰色粘土。炭化物1cm以下少岱含む。

(1 :40) 2m 
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SK-6 

1 II音灰色粘土。径10cm程の地山土 1cmプロック
少砿含む。

2 黒灰色粘土。径10cm程の地山土 1cmプロック
少品含む。

3 暗緑灰色粘土。地山土主体。
4 黒灰色粘士。

SK-64 

1 黒灰色粘土と 5cm以下の灰色粘土プロック。
炭化物 ・地山土含む。

2 黒灰色粘土と3cm以下の灰色粘土プロック。
炭化物 ・地山土含む。

3 黒灰色粘土と 5cm以下の灰色粘土ブロック。
炭化物 ・地山土含む。

a二 a'

1. 60m 

b冒 b'

l. 60m , 

c冒 C

SK-79 

1 灰色粘土。炭化物 5mm少羅 ・地山土 1cm粒含む。
2 a 黒灰色粘土。地山土 5cmブロック含む。
2 b 暗灰色粘土。地山土 5cmプロック含む。
3 黒灰色粘土。
4 暗緑灰色粘土。地山土多く含む。

SK- 253 

1 暗灰色粘土と青灰色粘土 2cmプロック。
2 暗灰色粘土と青灰色粘士 1cmプロック。

炭化物含む。
3 暗灰色粘土
4 暗灰色粘土と灰色粘土。
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SK- 283 

1 黄灰色粘土。炭化物 5nun少品 ・地山士 3cmブロック含む。
2 暗灰色粘土。炭化物 1cm少砧 ・地山土3cmプロック少砿含む。
3 a 褐灰色粘土。炭化物 5Dill!少址 ・地山土10cm以下ブロック含む。
3 b 褐灰色粘土。炭化物5mm少砧 ・地山土10cm以下プロック含む。

地山土プロック 3a陪より多い。
3 C 黒灰色粘土。炭化物5皿少拭 ・地山土10cm以下ブロック含む。
4 暗橙色粘土。 炭化物5111111少砧 • 黒灰色粘土が混じる地山土

多最含む。

(1 :40) 2m 
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出土遺物実測図 9 図版25
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遺構写真 2 図版27



図版28 遺構写真 3
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遺構写真 4 図版29



図版30 遺構写真 5
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遺構写真 6 図版31

、、9

＇ 

迦‘̂

.

••94 
，
 

,,;• 3f‘ 
~
，
~
 ．，
 

ん

.．, 

’ 
. SE 

會“
9 公唸＾

ノ`



図版32 遺構写真 7
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遺構写真 8 図版33



図版34 遺構写真 9



遺物写真 1 固版35
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図版36 遺物写真 2
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遺物写真 3 図版37
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図版38 遺物写真 4
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図版40 遺物写真 6
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遺物写真 7 図版41
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ふりがな せきまち
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ふりがな ふりがな コー ド 北緯 東経 調査面積
調査期間 調査原因

所収遺跡 所在地 市町村 遺跡番号 ゜
I ” ゜

I II 面

37度 138度 20091008 

せ関きま町ち遺い跡せき に新いが潟たけ県んか柏しわ崎ざき市し
15205 623 21分 33分 ～ 1,375 記録保存

36秒 14秒 20091127 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中世前期の集落

跡が主体。区画溝

や湿地性堆積か
土師器 ・須恵器 ・中世土器 ・

古墳時代 ら土器皿・陶磁
掘立柱建物・柵・溝 • 井戸 ・土坑 ． 珠洲 ・青磁・白磁 ・近世陶

関町遺跡 集落跡 古代 器・木製品などが
湿地I‘生堆積 磁 器 ・木製品 ・石製品 ・鍛

中世 まとまって出土
冶関連遺物 ・種子 ・骨片

した。祭祀に関連

する木製品が出

士した。
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